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第 号（通算430号）23

高須　順一
（たかす　じゅんいち）

【略歴】
東京都出身。1982年に法政大学法学部法律学科を卒業。
大学在学中は民法学を専門としていた下森定教授（のちに
第15第法政大学総長）のゼミナールに参加。
1988年に弁護士登録（東京弁護士会）のうえ、遠藤光男弁護
士（のちに最高裁判所裁判官）の法律事務所に入所。その2
年後の1990年から法政大学法学部兼任講師を務める。
2004年法政大学大学院法務研究科教授。2018年法政大
学大学院法務研究科長に就任。
2020年に京都大学大学院法学研究科法政理論専攻博士
課程を修了（京都大学博士〈法学〉）。
2025年3月27日、最高裁判所裁判官に就任する。

【社会的活動】
日本弁護士連合会司法制度調査会委員長、東京弁護士会
法制委員会委員長、法務省法制審議会民法（債権関係）部会
幹事、最高裁判所民事規則制定諮問委員会委員、公益財団
法人日弁連法務研究財団常務理事などを歴任。

【趣味】
万年筆を集めること。部屋に飾るというのではなく、仕事で
使うことを前提にしている。

中込　一洋
（なかごみ　かずひろ）

弁護士：東京弁護士会所属、46期、
司綜合法律事務所
昭和40年生まれ、法政大学法学部
卒業

主要著作
「告知義務違反解除と詐欺・錯誤」
『遠藤光男元最高裁判所判事喜寿記
念文集』（ぎょうせい・平成19年9月）

「重過失とは何か」『下森定先生傘
寿記念論文集 債権法の近未来像』

（酒井書店・平成22年12月）
『外縁（事実上の離婚）の実務』（弘
文堂・令和6年11月）

令
和
７
年
３
月
27
日
、
本
学

卒
業
生
の
高
須
順
一
氏
が
最
高

裁
判
所
判
事
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

本
学
卒
業
生
の
最
高
裁
判
事

は
、
小
谷
勝
重
氏
、
遠
藤
光
男

氏
に
続
く
３
人
目
と
な
り
ま
す
。

私
学
出
身
の
最
高
裁
判
事
は

極
め
て
数
が
少
な
く
、
法
学
部

１
０
０
周
年
記
念
誌
『
自
由
と

進
歩
の
学
び
舎
』
に
も
記
載
さ

毎
年
、
複
雑
な
思
い
で
卒
業

式
に
臨
み
ま
す
。
教
え
子
た

ち
の
成
長
に
感
動
す
る
一
方
、

れ
て
い
ま
す
が
、
中
央
大
学
に

続
い
て
法
政
大
学
、
早
稲
田
大

学
、
日
本
大
学
が
各
２
名
で
並

び
、
慶
應
大
学
、
国
際
基
督
教

大
学
、
明
治
大
学
、
立
教
大
学

が
各
１
名
の
状
況
で
し
た
。
高

須
順
一
氏
の
就
任
で
中
央
大
学

に
次
ぐ
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
快
挙
に
際
し
て
、
高

須
順
一
氏
の
後
輩
の
中
込
一
洋

弁
護
士
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
大
学
を
離
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
へ
進
む
こ
と
に
は

や
は
り
寂
し
さ
も
感
じ
ま
す
。

最
高
裁
判
所
判
事
に
高
須
順
一
氏
が
就
任

本
学
卒
業
生
で
３
人
目
の
快
挙

最
高
裁
判
事
就
任
を
お
祝
い

す
る
気
持
ち
を
込
め
て
、
高
須

順
一
先
生
の
数
多
い
魅
力
の
う

ち
か
ら
３
つ
を
選
ん
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

高
須
先
生
は
、
法
政
大
学
法

学
部
法
律
学
科
を
卒
業
し
た

後
、
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年

弁
護
士
と
し
て
の

豊
富
な
実
務
経
験

1大
学
院
に
進
む
人
は
ど
の
よ

う
に
学
問
を
深
め
て
い
く
の

か
、
社
会
に
出
る
人
は
大
学
で

培
っ
た
学
び
を
ど
の
よ
う
に

活
か
す
の
か
―
―
卒
業
生
の

将
来
が
気
に
か
か
り
ま
す
。
授

業
を
複
数
履
修
し
た
学
生
や

ゼ
ミ
生
と
は
今
も
連
絡
を
取

り
合
い
、
後
輩
に
話
を
し
て
も

ら
う
機
会
も
設
け
て
い
ま
す

が
、
す
べ
て
の
卒
業
生
と
つ
な

に
弁
護
士
登
録
を
し
ま
し
た
。

司
法
修
習
は
40
期
、
所
属
は
東

京
弁
護
士
会
で
す
。
法
律
事
務

所
の
ボ
ス
で
あ
っ
た
遠
藤
光
男

先
生
も
法
政
大
学
を
卒
業
し
、

司
法
修
習
７
期
と
し
て
弁
護
士

経
験
を
積
ん
だ
後
に
最
高
裁
判

事
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
二

代
目
を
襲
名
す
る
こ
と
に
似
て

い
ま
す
ね
。

様
々
な
紛
争
を
解
決
し
て
き

た
高
須
先
生
は
、借
地
賃
料
（
地

代
）
の
自
動
増
額
特
約
の
効
力

を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
所
平
成
15

年
６
月
12
日
判
決
（
民
集
57
巻

６
号
５
９
５
頁
）
事
件
の
上
告

人
代
理
人
を
務
め
、
判
例
法
理

の
形
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
問
題
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
適
切
な
解
決
を
導
い

た
経
験
は
、
今
後
の
ご
活
躍
を

支
え
る
基
盤
と
な
る
で
し
ょ
う
。

高
須
先
生
は
、１
９
９
０
（
平

成
２
）
年
４
月
か
ら
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
３
月
ま
で
法
政

大
学
法
学
部
兼
任
講
師
と
し

て
、
同
年
４
月
か
ら
最
高
裁
判

事
就
任
直
前
ま
で
法
政
大
学
大

研
究
者
・
教
育
者

と
し
て
の
顔

2

学
院
法
務
研
究
科
教
授
と
し

て
、
民
法
や
民
事
訴
訟
法
と

い
っ
た
民
事
関
係
科
目
の
授
業

等
に
お
い
て
、
多
く
の
学
生
た

ち
に
法
学
の
面
白
さ
・
奥
深
さ

を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
過

程
で
、「
教
え
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
自
ら
が
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
身
を
以
て
経
験

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
高
須
先

生
は
、
京
都
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
法
政
理
論
専
攻
を
修
了

し
、
博
士
（
法
学
）
に
な
り
ま

し
た
。

豊
富
な
研
究
に
基
づ
い
て
水

準
の
高
い
教
育
を
さ
れ
て
き
た

こ
と
は
、
教
え
子
た
ち
の
活
躍

に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
学
位
取
得
論
文
『
詐

害
行
為
取
消
権
の
行
使
方
法

と
そ
の
効
果
』〔
商
事
法
務
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
〕
等

に
示
さ
れ
て
い
る
深
い
学
識

は
、
詐
害
行
為
取
消
権
の
泰
斗

で
あ
る
下
森
定
先
生
（
法
政
大

学
名
誉
教
授
）
の
薫
陶
を
受
け
、

そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
き
た
成
果

と
い
え
ま
す
。

高
須
先
生
は
、
弁
護
士
会
の

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
た
。
２
０
０
９
（
平
成
21
）

年
11
月
か
ら
２
０
１
５
（
平
成

27
）
年
２
月
ま
で
、
日
本
弁
護

士
連
合
会
の
推
薦
を
受
け
て
、

法
務
省
法
制
審
議
会
民
法
（
債

権
関
係
）
部
会
の
幹
事
を
つ
と

め
ま
し
た
。
１
８
９
６
（
明
治

法
改
正
に
も

積
極
的
に
関
与

3

29
）
年
に
制
定
さ
れ
た
民
法
財

産
法
に
つ
い
て
、
社
会
・
経
済

の
変
化
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
民
法
・

債
権
法
の
改
正
作
業
に
大
き
く

関
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も

貴
重
な
経
験
で
す
。

高
須
先
生
は
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
司
法
制
度
調
査
会
委
員

長
、
東
京
弁
護
士
会
法
制
委
員

会
委
員
長
等
を
歴
任
し
、
そ
の

後
の
法
改
正
に
お
い
て
弁
護
士

会
の
意
見
形
成
を
指
導
さ
れ
ま

し
た
。『
最
新
債
権
管
理
・
回

収
の
手
引
』〔
新
日
本
法
規
出

版
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
〕、『
Ｂ
ｅ
ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
／
Ａ

ｆ
ｔ
ｅ
ｒ
民
法
改
正
第
２
版
―

２
０
１
７
年
債
権
法
改
正
』

〔
弘
文
堂
、２
０
２
１
（
令
和
３
）

年
〕
等
の
編
集
に
筆
者
も
参
加

し
て
お
り
、
高
須
先
生
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

以
上
、
言
葉
に
尽
く
せ
な
い

ほ
ど
の
魅
力
の
一
端
を
、
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
高
須
先
生
の
こ

れ
か
ら
の
ご
活
躍
に
、
注
目
し

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

高須先生の後輩の
中込弁護士に

お話を伺いました

が
り
続
け
る
こ
と
は
難
し
く
、

教
員
一
人
が
関
わ
れ
る
範
囲

に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

在

学
生
と
卒
業
生
と
の
縦
の
つ

な
が
り
は
あ
る
程
度
築
か
れ

て
い
ま
す
が
、
卒
業
生
同
士
の

横
の
つ
な
が
り
は
ま
だ
十
分

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
留
学
経

験
者
に
よ
る
「
同
窓
会
」
が
数

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
80
年

代
に
留
学
し
た
卒
業
生
か
ら
、

こ
れ
か
ら
留
学
を
目
指
す
在

学
生
ま
で
、
世
代
を
超
え
た
交

流
の
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

そ
の
場
面
に
立
ち
会
い
、
改
め

て
、
こ
う
し
た
出
会
い
の
素
晴

ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
留

学
経
験
者
に
限
ら
ず
、
分
野
や

業
界
を
越
え
た
世
代
間
交
流

の
可
能
性
は
校
友
会
に
こ
そ

あ
り
ま
す
。

法
政
大
学
の
よ
う
な
大
規

模
総
合
大
学
が
持
つ
卒
業
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
他
に
類
を

見
な
い
財
産
で
す
。
キ
ャ
リ
ア

面
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
も

ち
ろ
ん
、
在
学
生
に
と
っ
て
も

か
け
が
え
の
な
い
宝
と
な
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
、

法
政
大
学
で
過
ご
し
た
時
間

や
活
動
、
思
い
が
刻
み
込
ま
れ

た
「
法
大
生
」
と
い
う
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
世
代
を
超
え

た
つ
な
が
り
の
核
と
な
っ
て

い
ま
す
。

10
年
ほ
ど
前
、
私
が
学
部
長

を
務
め
た
際
、
終
身
会
員
と
し

て
校
友
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

出
身
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
の
法
政
大
学
へ
の
思
い
は
、

こ
の
大
学
を
卒
業
し
た
皆
さ

ん
に
も
劣
ら
な
い
も
の
で
す
。

校
友
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

Diana Khor
（ダイアナ・コー）

東京法学校
主幹

薩埵　正邦
（さった　まさくに）

東京仏学校
校長心得

古市　公威
（ふるいち　こうい）

東京仏学校
校長

大島　誠治
（おおしま　せいじ）

東京法学校
校長

河津　祐之
（かわづ　すけゆき）

和仏法律学校
校長

箕作　麟祥
（みつくり　りんしょう）

和仏法律学校
校長心得

飯田　宏作
（はんだ　こうさく）

和仏法律学校
校長

横田　国臣
（よこた　くにおみ）

和仏法律学校
校長

梅　謙次郎
（うめ　けんじろう）

和仏法律学校
校長

富井　政章
（とみい　まさあきら）

法政大学
総理

梅　謙次郎
（うめ　けんじろう）

法政大学
第１代学長

松室　致
（まつむろ　いたす）

第2代学長 秋山　雅之介
（あきやま　まさのすけ）

第3代総長 水町　袈裟六
（みずまち　けさろく）

第4代総長 小山　松吉
（こやま　まつきち）

第5代総長 竹内　賀久治
（たけうち　かくじ）

第6代学長・
第7代総長

野上　豊一郎
（のがみ　とよいちろう）

総長事務
取扱

錦織　理一郎
（にしごり　りいちろう）

第8代総長 大内　兵衞
（おおうち　ひょうえ）

第9代総長 有澤　廣巳
（ありさわ　ひろみ）

総長代行・
第10代総長

谷川　徹三
（たにかわ　てつぞう）

総長代行 小田切　秀雄
（おだぎり　ひでお）

総長代行 菰淵　鎮雄
（こもぶち　しずお）

第11代総長 渡邉　佐平
（わたなべ　さへい）

総長代行 菰淵　鎮雄
（こもぶち　しずお）

第12代総長 中村　哲
（なかむら　あきら）

総長代行・
第13代総長

青木　宗也
（あおき　そうや）

第14代総長 阿利　莫二
（あり　ばくじ）

総長代行 鬼塚　豊吉
（おにつか　とよきち）

第15代総長 下森　定
（したもり　さだむ）

第16代総長 清成　忠男
（きよなり　ただお）

第17代総長 平林　千牧
（ひらばやし　ちまき）

第18代総長 増田　壽男
（ますだ　としお）

第19代総長 田中　優子
（たなか　ゆうこ）

第20代総長 廣瀬　克哉
（ひろせ　かつや）

第21代総長 Diana Khor
（ダイアナ・コー）

法政大学歴代学長・総長一覧
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（２）パートナー組織の拡大と連携強化、ブロック体制の強化
校友会の永続的な発展のため、地域組織、学部・付属校組織、スポー

ツ・文化・職域等パートナー組織の拡充は極めて重要である。パートナー
組織との連携強化を促進し、パートナー組織の更なる拡充を目指す。
特に、年度同期会生の5年間の移籍制限期間の撤廃を起点に、年度

同期会生及び若手層のパートナー組織への参画を強力に推進する。
①�CCS（キャリア支援・カルチャー活動・スポーツ交流）企画事業の推進・
活用拡大
②ブロック体制の強化・発展
③�パートナー組織の更なる拡充
�スポーツ・文化・職域等の卒業生団体の中で、非公認となっている団体
のパートナー組織化を行う。特に体育会各部のパートナー組織化につ
いては、スポーツ部会と連携して推進する。また、年度同期会生及び若
手層の中で組織化されている団体のパートナー組織化を推進する。

④会員増加に向けたパートナー組織との連携強化
�地域組織：理系コンソーシアムと連携し、学生のI、Uターン促進を支援。
�学部・付属校組織、スポーツ・文化・職域：セグメントを絞った勧誘メー
ル発信等を支援。

（３）ウェブ環境を活用した連携、連絡体制の強化
①�ウェブ決済機能、校友会公式アプリ（電子会員証）、校友会クラブオフ
等の利用者数の拡大
②�全国の校友を応援する「法政オレンジMAP」登録店舗数の拡大・広報
③SMS（ショートメッセージサービス）の活用
�携帯電話番号宛にメッセージを送信し、Eメールや郵便が届かなかっ
た会員への情報発信にとどまらず、各種イベントの案内や効果的な
情報提供を行うことで、校友会活動への関心を高める活用を進める。

④�会員管理システムによるEメール一括配信、校友会公式アプリによる
プッシュ通知、LINE配信を活用し、幅広い会員へ各種イベントや最新
情報を案内する。
⑤�ウェブサイトのリニューアルを目指し、校友会の活動情報をより分か
りやすく発信し、ユーザーの利便性を向上させ、PV（閲覧数）増を目的
とする。誰もが使いやすいサイト設計を進め、多くの卒業生が校友会
活動に関心を持ち、参加しやすい環境を整えるとともに、寄付への関
心を高める仕組みも強化する。
⑥�在学生に対して、大学のシステムを活用し、校友会の魅力や優待サービ
スなどの情報を定期的にメールで配信することとする。在学中から校
友会の価値を認識させ、卒業後に速やかに参画することを推進する。ま
た、在学生が卒業後に校友会活動への関心を高め、積極的に参加する
意欲を促進するため、特典やキャンペーンの案内も行うこととする。

２　「価値創造」イベントの推進
校友会における大きな価値の一つとしてネットワークが挙げられる

が、世代・地域・職業等により価値やネットワークの在り方は多様である。

イベント等を通じて、校友にとっての価値を様々な形で推進していく。
①様々な世代がつながる機会となる取り組み
②パートナー組織における地域・職業等のニーズに合わせた取り組み
③�オール法政を目指し、大学・後援会・校友会の三者で連携した取り組み
④社会・未来貢献テーマの選定と全国での取り組みの検討(SDGs他)
⑤「法政オレンジMAP」掲載店を活用したイベント企画の検討
⑥若手経営者のキャリア支援に寄与する取り組み

３　大学・学生支援活動
校友会における大学・学生への財政面での支援は重要な事業の一つ

である。奨学金をはじめとした寄付については、2024年度に引き続い
て行うこととする。また、将来的な継続性も考慮し、寄付金委員会主導の
もと各校友等からの寄付の土壌の確立や社会連携事業（寄付講座）、法
政大学理系コンソーシアムへの協力などの取り組みを進化させる。
①�一般社団法人法政大学校友会奨学金、「広報誌HOSEI」の企業広告収
入による大学への寄付の継続
②大学・後援会と連携した地方パートナー組織との連携事業の展開
③�体育会等スポーツに関する情報発信・クラブ連携ならびに大学ブラン
ドにつながる強化支援
④社会連携授業（寄付講座）の実施
⑤法政大学理系コンソーシアムへの協力
⑥�スポーツ強化支援のための寄付・募金の実施、グッズ販売機会の提供

４　校友施設の設置に向けて
校友施設については、大学と意見交換をしつつキャンパス内に設置す

ることができるよう推進する。まず既存の「校友談話室」については、今
年度中に拡大利用を図り、東京近郊のパートナー組織が積極的に活用
できる体制を早期に整備する。
また、特定資産「校友施設設置積立資産」の運用を開始し、安定的な

資産形成を目指す。

５　本部運営の強化
校友会の永続的な発展のため、パートナー組織との連携、また大学・

後援会との連携は必要不可欠であり、そのためには本部運営の強化が
重要となる。本部運営に関わる諸取り組みを実施する。
①�会員情報管理の整備と情報ネットワークのセキュリティ強化
②�オンライン・オフラインによる情報発信・伝達の充実
③�パートナー組織の情報発信の支援
④�定款、関連諸規定の改定の検討
�一般社団法人の目的に適って、パートナー組織の正会員増加が、代表
議員数に反映され、代表議員数の増加がブロック理事数に反映され
る公平・公正な定款、規約の改定を検討する。

⑤部会、委員会組織の編成の検討
�現行の部会、委員会の活動を精査し、機動的な活動ができる体制を
編成する。

Ⅱ　主要施策
既存施策の継続を基本とし、その中で主要施策を定め運営を行うこ

ととする。
１　全ての世代がつながるネットワーク拡充

（１）会員拡大への再取り組み
デジタル化をはじめとする各種会員増加のための施策により、2024

年度の新規終身会員数は266名増加した。財政の健全化を図るために
も引き続き、既卒者終身会員を年間600名増を目標とし、継続的に取り
組む。また、“全ての世代がつながる”校友会の世代交代に備えるために
も、各年齢層の既卒終身会員の増加を推進する。
これまで継続してきた校友会3大イベントを柱としつつ、コロナ禍で

構築したデジタル施策や優待サービス、X（旧Twitter）やInstagram、
LINEなどSNS（ソーシャルネットワーキングサービス）を活用・融合さ
せ、校友会の認知向上と正会員の増加を目指す。また、正会員と非会員
のイベント参加費に差を設けることで、校友会入会のメリットを明確化
する。
①�３大イベントや各パートナー組織との連携活動を推進する。また、イベン
ト参加者のうち、非会員に対して正会員入会促進を行う。
②�法政大学との連携により、全卒業生対象の「法政フェア」と「卒業周年
記念行事」のコラボレーション企画を実施する。2024年度には卒業
50周年記念行事を実施したが、さらなる発展を目指し、卒業30周年
および卒業40周年記念行事も開催する。
③「法政オレンジコミュニティ（HOC）」を軸とする、20・30代の卒業生を
対象としたイベントの開催やインタビューの実施。

④�社会で活躍する卒業生のキャリアや職歴を紹介し、校友会の認知度
向上と会員拡大につなげる。
⑤�年度同期会員については、校友会への参加意識、ニーズを探りながら
移籍の案内を行い、各パートナー組織への所属登録を推進する。特
に、体育会に所属していた年度同期生に対し効果的な移籍促進を実
施する。
⑥�若手層、女性層の活躍支援を図るため、事務局内での部会、委員会組
織の見直しを行い、大学のゼミ等と連携した校友会直轄組織を新設
する。
⑦�オンラインを活用した講演会、イベント等の開催を通じて、若手層の
拡大を図る。
⑧�特に、女性層の活躍支援にあたっては、まずは年度同期会を対象とし
て、女性キャリア支援をキーワードに企画・イベントを実施し、女性層
の拡大を目指す。
⑨�費用対効果を慎重に測りつつメタバース（仮想空間上での交流の場）
の導入を検討し、世代を超えた校友同士が時間・場所を超えて結びつ
く環境の構築を推進する。オンライン上での交流の場を整備すること
で、幅広い卒業生が気軽につながることができる機会を提供し、校友
ネットワークのさらなる活性化を図る。
⑩�既存会員による非会員の紹介を促進するため、多くの紹介を行った
会員を表彰するキャンペーンを実施する。
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田
中
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幸

　
　
　
　
木
嶋
　
伸
一

　
　
　
　
野
口
み
ど
り

25
年
度
会
長
・
副
会
長

役員選任案件含む3議案が可決される

第12回定時総会開催
校友施設、年度同期会改革などの方向性が承認される

２
０
２
５
年
６
月
28
日
（
土
）

13
時
か
ら
法
政
大
学
市
ケ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
富
士
見
ゲ
ー
ト
棟

５
階
Ｇ
５
０
３
教
室
で
実
出
席

を
基
本
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
方
式
で
第
12
回
定
時
総
会
を

開
催
し
た
。

総
会
は
三
井
和
夫
業
務
執
行

理
事
の
総
合
司
会
で
始
ま
っ

た
。
本
会
に
先
立
ち
こ
の
１
年

に
ご
逝
去
さ
れ
た
法
政
大
学
関

係
者
、
校
友
会
関
係
者
並
び
に

後
援
会
関
係
の
方
々
に
黙
祷
を

捧
げ
た
。

開
会
に
あ
た
り
校
友
会
名
誉

会
長
で
あ
る
ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー

総
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
、
竹
中

宣
雄
会
長
の
開
会
の
挨
拶
と
続

い
た
。

議
事
録
署
名
人
と
し
て
、
議

長
お
よ
び
監
事
全
員
を
指
名
し

て
、
定
款
に
よ
り
議
長
に
竹
中

会
長
を
選
任
し
た
。

議
決
権
を
有
す
る
代
表
議
員
・

理
事
総
数
２
０
８
名

出
席
代
表
議
員
・
理
事
数
（
実

出
席
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
意
思
表

示
書
面
に
よ
る
出
席
を
含
む
）

２
０
１
名

右
の
と
お
り
代
表
議
員
の
出

席
が
あ
り
、
定
時
総
会
は
適
法

に
成
立
し
た
の
で
、
開
会
す
る

旨
を
宣
し
、
直
ち
に
議
事
に

入
っ
た
。決

議
事
項

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
書

第
１
号
議
案

（
案
）
及
び
決
算
報
告
書
（
案
）

の
件本

件
は
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

監
査
役
飯
塚
氏
が
、
監
事
を

代
表
し
て
左
の
通
り
、
監
事
報

告
を
し
た
。

「
Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
監

査
法
人
の
会
計
監
査
を
受
け
、

無
限
定
適
正
の
監
査
報
告
書
を

受
領
し
て
い
る
」

（
監
査
意
見
）

１
．
事
業
報
告
等
の
監
査
結
果

（
１
）
事
業
報
告
及
び
そ
の
附

属
明
細
書
は
、
法
令
及
び
定
款

に
従
い
当
法
人
の
状
況
を
正
し

く
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

（
２
）
理
事
の
職
務
の
執
行
に

関
す
る
不
正
の
行
為
又
は
法
令

若
し
く
は
定
款
に
違
反
す
る
重

大
な
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
。

２
．
計
算
書
類
及
び
そ
の
附
属

明
細
書
並
び
に
財
産
目
録
等
の

監
査
結
果

計
算
書
類
及
び
そ
の
附
属
明

細
書
並
び
に
財
産
目
録
等
は
、

当
法
人
の
財
産
及
び
損
益
の
状

況
の
す
べ
て
の
重
要
な
点
に
お

い
て
適
正
に
表
示
し
て
い
る
も

の
と
認
め
る
。

な
お
、
決
算
日
以
降
本
日
迄

に
後
発
事
象
は
発
生
し
て
い

な
い
。

続
い
て
、
24
年
度
事
業
報
告

を
三
井
業
務
執
行
理
事
が
、
24

年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て
岡
本

業
務
執
行
理
事
が
そ
れ
ぞ
れ
説

明
し
た
。

２
０
２
５
年
度
事
業
・
予
算
計

画
書
（
案
）
の
件

本
件
は
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

当
期
（
２
０
２
５
年
４
月
１

日
か
ら
２
０
２
６
年
３
月
31

日
）
に
お
け
る
事
業
計
画
（
案
）

を
三
井
業
務
執
行
理
事
が
説
明

し
た
。
続
い
て
予
算
計
画
書

（
案
）
を
岡
本
業
務
執
行
理
事

が
説
明
し
た
。

第
２
号
議
案

2025年度一般社団法人法政大学校友会事業計画（要約版）

法
政
大
学
出
身
者
・
元
教
職

員
で
市
長
の
職
に
あ
る
方
が
集

う
全
国
法
政
大
学
市
長
会
が
６

月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
は
第
１
部
と
２
部
に
分
か

れ
、
１
部
で
は
総
会
と
、
ダ
イ

ア
ナ
・
コ
ー
総
長
の
講
演
「
地

域
自
治
体
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

を
め
ぐ
る
考
察
」
が
あ
り
ま
し

た
。
２
部
懇
親
会
で
は
市
長
さ

ん
た
ち
の
「
わ
が
市
の
紹
介　

自
己
紹
介
」
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
各
市
長
さ

ん
の
ア
ピ
ー
ル
に
し
ぼ
っ
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。（
桑
原
政
昭
）

理
工
学
部
と
協
定
を
結
ん
だ
高
校
が

―
全
国
法
政
大
学
市
長
会
開
か
る

山
田
市
長
（
宮
城
県
名
取
市
）

仙
台
空
港
の
あ
る
自
治
体

で
、
人
口
は
少
し
ず
つ
増
え
て

い
ま
す
。
２
０
２
５
年
北
海
道
、

東
北
で
唯
一
人
口
の
減
ら
な
い

地
域
で
す
。
そ
の
要
因
の
一
つ

に
、法
政
大
学
が
連
携
す
る
「
ふ

る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
セ
ン
タ
ー
経
由
で
毎
年
40
世

帯
程
度
の
移
住
が
あ
り
ま
す
。

宮
元
市
長
（
石
川
県
加
賀
市
）

６
月
９
日
に
加
賀
市
と
地
元

の
公
立
加
賀
高
校
と
法
政
大
学

理
工
学
部
が
三
者
で
包
括
連
携

協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
教
育
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
地
域
成
長
の
王
道
で
す
。
取

り
組
ん
で
全
国
の
モ
デ
ル
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
加
賀
高

校
を
法
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

よ
り
名
門
高
校
に
し
て
、
地
域

の
経
済
活
性
化
を
図
り
た
い
も

の
で
す
。

油
野
市
長（
石
川
県
か
ほ
く
市
）

能
登
半
島
地
震
で
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
人
口
は
減

る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
平
成

27
年
度
よ
り
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
、
教
育
環
境

を
充
実
さ
せ
て
、
若
い
世
代
に

選
ん
で
も
ら
え
る
町
に
な
り
ま

し
た
。

高
橋
市
長（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

県
の
中
央
西
部
に
あ
り
県
唯

一
の
盆
地
地
帯
で
す
。
交
通
の

整
備
に
伴
い
、
全
国
屈
指
の
森

林
観
光
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
庁
の
お
い
し
さ
日
本
一
に

な
っ
た
名
水
、
６
・
２
キ
ロ
の

サ
ク
ラ
並
木
も
あ
り
ま
す
。
東

京
都
心
か
ら
ア
ク
セ
ス
は
１
時

間
、
是
非
、
秦
野
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

福
田
市
長
（
埼
玉
県
越
谷
市
）

東
京
都
内
か
ら
25
キ
ロ
圏
内

の
中
核
市
で
す
。
日
本
一
大
き

な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
イ

オ
ン
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
の
越
谷
ア

ル
フ
ァ
ス
、
日
本
三
大
阿
波
踊

り
も
あ
り
ま
す
。
環
境
と
し
て

は
１
級
河
川
が
５
本
流
れ
て
お

り
、
緑
道
は
60
キ
ロ
あ
り
ま
す
。

宮
内
庁
の
鴨
場
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
水
郷
の
町
を
進
化
さ
せ
て

「
水
遊
都
市
」
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
し
た
い
で
す
。

石
川
市
長（
大
分
県
津
久
見
市
）

自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
の
出
身

で
す
。
津
久
見
市
は
人
口

１
万
５
０
０
０
人
で
全
国
の
市

で
は
、
少
な
い
方
か
ら
13
番
目

で
す
。
昭
和
40
年
代
、
津
久
見

高
校
は
春
夏
甲
子
園
で
全
国
優

勝
し
ま
し
た
。
九
州
で
は
津
久

見
だ
け
で
す
。
九
州
で
法
政
出

身
の
唯
一
の
市
長
で
す
。
誇
り

を
も
っ
て
情
報
発
信
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

久
保
田
市
長（
島
根
県
浜
田
市
）

法
政
大
学
大
学
院
の
修
士
課

程
を
修
了
。
大
学
院
教
授
を
経

て
、
２
０
１
３
年
に
故
郷
の
浜

役
員
選
任（
監
事
・
理
事
）の
件

本
件
は
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

役
員
選
任
（
監
事
・
理
事
）

の
件
に
つ
い
て
は
、
池
谷
業
務

執
行
理
事
が
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
全
般
に
渡
る
質
疑

応
答
が
あ
り
、
本
総
会
に
お
け

る
報
告
お
よ
び
全
議
案
の
審
議

を
終
了
し
た
の
で
、
議
長
は
午

後
２
時
50
分
閉
会
を
宣
し
た
。

第
３
号
議
案

田
市
の
市
長
に
な
り
、
現
在
に

至
り
ま
す
。
こ
の
５
月
に
「
役

所
の
し
く
み
」
と
い
う
本
を
出

し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
首

長
さ
ん
の
共
感
を
得
て
い
ま
す
。
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高
校
も
法
政
二
高
で
学
び
、

生
物
、
環
境
問
題
に
興
味
の

あ
っ
た
私
は
、
大
学
で
は
迷
わ

ず
現
名
誉
教
授
金
山
行
孝
先
生

の
ゼ
ミ
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

卒
論
は
「
人
口
集
中
に
よ
る

都
市
の
崩
壊
―
横
浜
市
―
」
を

テ
ー
マ
に
、
人
口
集
中
に
よ
る

環
境
破
壊
、
ゴ
ミ

問
題
、
財
政
問
題

等
を
織
り
交
ぜ
た

も
の
と
し
ま
し
た
。

特
に
、
４
年
生

の
時
は
、
卒
論
の

資
料
収
集
、執
筆
、

教
育
実
習
、
博
物

館
学
芸
員
資
格
取
得
実
習
、
就

職
活
動
と
、
多
忙
な
毎
日
を
送

り
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、人
生
の
中
で
一

番
充
実
し
た
時
間
を
法
政
大
学

で
過
ご
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

同
じ
ク
ラ
ス
に
加
藤
君
と
言

う
応
援
団
の
方
が
い
て
、
そ
の

影
響
で
六
大
学
野
球
も
よ
く
応

援
に
行
き
、
法
政
ス
ポ
ー
ツ
の

フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
楽
し
み
の
一
つ
と

し
て
、
法
政
関
連
の
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
読
み
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に

よ
り
、
法
政
大
学
の
ニ
ュ
ー
ス

が
よ
り
多
く
表
示
さ
れ
、そ
の

情
報
を
「
法
政
ス
ポ
ー
ツ
応
援

Ｏ
Ｃ
」
で
、「
山
野
好
鳥
」
の
名

で
皆
さ
ん
と
共
有
し
て
い
ま
す
。

今
で
も
法
政
の
情
報
を
読
む

と
法
政
の
血
が
騒
ぎ
ま
す
し
、

法
政
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。

法
政
ス
ポ
ー
ツ
の
情
報
を

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
で
発
信

丹
沢
自
然
保
護
協
会
会
員

’74
年　

社
会
学
部

応
用
経
済
学
科
卒

山
川
　
守

法
政
大
学
卒
業
後
、
公
認
会

計
士
・
税
理
士
と
し
て
、
上
場

会
社
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
新
規
株
式
公

開
）
を
目
指
す
会
社
の
会
計
監

査
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
Ｉ
Ｐ

Ｏ
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
法
政

大
学
卒
業
の
先
輩

方
が
発
足
し
た「
法

政
Ｉ
Ｐ
Ｏ
会
」
の

活
動
に
、
事
務
局

と
し
て
関
与
し
て

い
ま
す
。

「
法
政
Ｉ
Ｐ
Ｏ

会
」
の
交
流
会
で

は
、
先
輩
・
後
輩
の
垣
根
を

越
え
、
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
を
持

つ
メ
ン
バ
ー
が
、
起
業
や
Ｉ
Ｐ

Ｏ
に
つ
い
て
リ
ア
ル
な
情
報

を
共
有
し
合
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
秋
か
ら
は
、
法
政

大
学
経
営
大
学
院
で
、
起
業
を

志
す
人
や
支
援
し
た
い
人
に
向

け
た
寄
附
講
座
「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
創
業
か
ら
Ｉ
Ｐ
Ｏ
ま

で
」
を
開
講
し
ま
す
。
法
政
Ｉ

Ｐ
Ｏ
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
起

業
家
や
Ｉ
Ｐ
Ｏ
実
務
に
精
通
し

た
専
門
家
が
ゲ
ス
ト
講
師
と
な

り
、
テ
ー
マ
別
に
講
義
を
実
施

し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
行
う
予
定
で

す
。
法
政
か
ら
多
く
の
起
業
家

と
支
援
者
が
誕
生
す
る
こ
と
を

願
っ
て
、
今
後
も
尽
力
し
て
い

き
ま
す
！

「
法
政
Ｉ
Ｐ
Ｏ
会
」の
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
！

公
認
会
計
士
・
税
理
士

’02
年　

法
学
部

法
律
学
科
卒

伊
藤
　
章
子

ESSAY

校
友
随
想
〝
法
政
お
お
わ
が
母
校
〞
を
卒
業
し
て
幾
年
。

各
方
面
で
活
躍
し
、そ
の
後
の
人
生
模
様
を
寄
稿
願
っ
た
。

２
０
０
４
年
、
現
代
福
祉
学

部
現
代
福
祉
学
科
に
入
学
し
、

福
祉
や
街
づ
く
り
を
学
び
ま
し

た
。
特
に
思
い
出
深
い
こ
と

は
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
海
外
研
修

で
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く
生

活
を
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、

福
祉
と
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
に

つ
い
て
学
ぶ
だ
け

で
は
な
く
、
街
全

体
の
問
題
で
あ
る

と
気
づ
か
さ
れ
た

瞬
間
で
も
あ
り
ま

し
た
。

現
在
は
、
栃
木
県
小
山
市
に

２
０
１
８
年
に
移
住
し
、
三
人

の
子
育
て
を
し
な
が
ら
小
山
自

慢
株
式
会
社
と
い
う
会
社
を
経

営
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
を

作
り
た
い
と
い
う
思
い
で
起
業

し
て
５
年
に
な
り
ま
す
。
今
で

は
、
弊
社
の
究
極
の
ベ
ー
コ
ン

が
市
民
投
票
で
人
気
Ｎ
Ｏ
．

１
を
獲
得
し
、
市
の
認
定
商
品

と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
小
山
市

に
名
物
を
つ
く
り
、
絆
を
深
め

る
ベ
ー
コ
ン
を
こ
れ
か
ら
も
小

山
市
の
魅
力
と
と
も
に
全
国
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
今
行
っ

て
い
る
事
業
は
大
学
で
街
づ
く

り
を
学
ん
だ
こ
と
の
実
践
だ
と

感
じ
、
常
に
大
学
へ
の
敬
意
を

持
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
で
の
学
び
で
起
業

究
極
の
ベ
ー
コ
ン
が
大
人
気

小
山
自
慢
株
式
会
社

代
表
取
締
役

’08
年　

現
代
福
祉
学
部

現
代
福
祉
学
科

村
田
　
玲
子

おとっぺ
商品ページ

中学校に野球部がなかった
1972年、中学に入学した山田少年は、
当時の少年スポーツの中心は野球であっ
たこともあり、当然のごとく野球部への入
部を考えていました。
しかし地元の国見中学には野球部はな
く、やむを得ずサッカー部への入部を決め
ました。
何とこのような背景があって、その後

の人生をサッカーと共に歩むことになって
しまうとは！

恩師との出会い
中学在学中に、島原商業高校OBで母
校のサッカー部監督（商業科教諭）になっ
ていた小嶺忠敏氏 (注１）の誘いを受け、
同氏の指導を仰ぐことになります。
高校時代はＭＦ（ミッドフィルダー）の

ポジションで活躍し、３年次の1977年、
キャプテンとして九州勢初となる全国高
等学校総合体育大会サッカー競技大会 (イ
ンターハイ )での優勝を果たします。
「厳しい指導に入部を悔やんだことも
あった」とのことですが、当時の島原商業
は全国高校サッカー選手権の長崎県代表
を続けていて、山田選手が１年次と３年次
にはベスト８まで進んでいます。
小嶺監督の下でサッカーの技術と共に

キャプテンシーや人間性を高め、監督も
そのような山田選手の姿勢を高く評価し
ていたようです。
「サッカーが強い大学に行きたい」と考
えていて、他大学からの誘いもある中で、
小嶺監督の助言もあり、当時の大学サッ
カー界で黄金期とも言える戦績を重ねて
いた法政大学への入学を決意しました。

法政サッカーの黄金時代
1978年に法学部に進みサッカー部に入
部しますが、「日本代表が５～６人所属し
ているなど、部員のレベルの高さに驚い
た」とのことです。

(注１）小嶺忠敏氏は、島原商業、大阪商業大学を
経て、1968年に島原商業の教諭となり、サッカー
部監督に就任。同校をインターハイで九州勢として
初の優勝に導く。1984年に国見高校に移り、全国
高校サッカー選手権で戦後最多の６度の優勝を達成
した高校サッカー界の名将です。2022年逝去。

当時の記録を調べてみました。
部員は１学年10人強と、現在の陣容と

それほど変わらない少数精鋭主義が貫か
れていました。
しかし山田氏の入部直前の戦績を見て
驚きました。
全日本大学サッカー選手権（インカレ）

で、1976 年に優勝（２回目）し、1975
年と1977年には準優勝でした。
また、もうひとつの主要大会である総
理大臣杯全日本大学サッカートーナメント
では、1977年に初優勝を成し遂げ、関東
大学サッカーリーグ戦では、1977年に２
度目の優勝を果たしていました。
入部後の山田選手も法政サッカー部の
躍進に大いに貢献しました。
1978年（１年次）と1979年（２年次）
の全日本大学サッカー選手権での準優勝、
1978年の総理大臣杯全日本大学サッカー
トーナメントでの準優勝と1980 年（３
年次）の優勝、そして1979 年の関東大
学サッカーリーグでの３度目の優勝と、大
学サッカー界でトップグループに君臨す
る法政サッカー部でした。
ポジションとしては、FW（フォワード）、
ハーフ、ボランチをこなしていたとのこと
ですが、得意なプレーの質問に、謙遜も
ある感じで「天才肌の部員が多い中で、
持久力だけは自信があったので、ピッチを
走り回り、運動量で勝負していた」とのこ
とです。

悩んだ末の進路選択
今の日本でのサッカーに対する熱量か

ら考えると想像もできませんが、1970年
代や 1980 年代のサッカーを取り巻く環
境は、野球に比べ人気は限定的で、プロ
の選手は存在せず、日本サッカーリーグ（Ｊ
ＳＬ）は各企業内のアマチュアだけのサッ
カー部で構成されていました。
メディアの露出も少なく、ワールドカッ
プへの出場などは夢のまた夢の状態でし
た。（日本プロサッカーリーグの発足は
1993 年、ワールドカップへの初出場は
1998年）
そのような国内のサッカーの環境の中
で、山田氏は恩師と仰ぐ小嶺忠敏氏を想
いうかべ、高校サッカーの指導者の道を

選択します。
長崎に戻って社会科の教員としてサッ

カーの指導者になるために、教職課程を
履修し、母校島原商業高校での教育実習
もこなしました。
しかし、何と皮肉な結末でしょうか。
長崎県の教員採用試験が総理大臣杯全

日本大学サッカートーナメントの試合と重
なり、受験を諦めざるを得ない状況に陥っ
てしまいました。（トーナメントも準決勝
で敗れて３位でした）
失意の中にあった山田氏でしたが、「あ

かぎ国体」の開催を控えた群馬県の前橋
育英高校から、サッカー部の強化を図るた
めのお誘いがあり、面接を受け、採用が
決まりました。

指導者としてのスタート
1963 年創立の前橋育英高校に 1982
年、社会科教諭とサッカー部監督として
赴任した若き指導者は、とても荒れてい
た学園に驚かされました。
赴任時のサッカー部の20人ほどの部員

も内部分裂の状態でしたが、何とかまと
め上げ、「奇跡かま

・ ・ ・
ぐれとしか言いようが

ない」と振り返るように、県大会で優勝
し、初のインターハイ出場権を得てしまっ
たのです。
地道な努力を重ねたことに疑いの余地

はありませんが、1985年に全国高校サッ
カー選手権の初の県代表になり、1998年、
1999 年、2001年、2008 年の計４回の
大会で３位入賞（３位と４位の順位決定戦
は無し）となり、サッカー強豪校としての
頭角を現してきました。
このような前橋育英高校の台頭の過程
で、1987年から2003年の間に６度の優
勝、３度の準優勝、２度の３位入賞と、輝
かしい戦績を残していたのが恩師小嶺監
督率いる国見高校で、山田監督もその光
景をまぶしく眺めていたことでしょう。

努力の結実
監督就任 27 年目の 2009 年、ついに
全国高等学校総合体育大会サッカー競技
大会 (インターハイ )での初の全国優勝を
果たしました。
さらに 2015 年と 2017 年の１月に行

われた最も権威のある全国高校サッカー
選手権大会での準優勝に続き、2018年１
月に念願の同大会を制覇するに至ります。
（決勝の相手は流通経済大柏高校）
2022年のインターハイで優勝（２度目）

し、今年正月の全国高校サッカー選手権大
会の決勝では、因縁の流経大柏高校とのＰ
Ｋ戦での死闘を制し、２度目の栄冠に輝き
ました。

人間力を育む指導
サッカー部監督として、チームの強化

は勿論のこと、選手のメンタル面での成
長を追求してきました。
「( 技術力+身体能力 )×人間力」の計
算式を用いて、人間力がゼロであれば、
いくらサッカーが上手でも良い選手には
なれない、胆力・包容力・自立の精神が
成長に繋がると説いています。
単に結果としての勝利ではなく、日頃の
練習や生活の中での人間形成に努め、多
くの人材を大学やＪリーグチーム、そして
社会に送り出しています。
前橋育英高校は元日本代表の山口素弘や
松田直樹など100名を超えるＪリーガー
を輩出していて、その中にはＪ１で活躍中
の田部井涼（岡山）や吉田舜（浦和）を含
む多くの法政サッカー部ＯＢも含まれます。
また現在の法政サッカー部でも、３名の
前橋育英高校ＯＢが活躍中です。

今回の取材を通して、今の日本でのサッ
カー熱の盛り上がりの根底には、山田監
督のような指導者による地味で時間の掛
かる選手の育成と底辺の拡大があること
を理解することができました。

進取の気象

山田 耕介さん
（やまだ こうすけ）

1959年12月3日  長崎県国見町（現雲仙市）生まれ
1978年3月　島原商業高等学校卒（サッカー部主将､U-18日本代表､高校選抜）
1982年3月　法政大学法学部法律学科卒（U-20日本代表､学生選抜）
1982年4月　前橋育英高等学校 社会科教諭（サッカー部監督）
2011年4月　同校 教頭
2014年4月　同校 副校長
2017年4月　同校 第16代校長
2020年4月　同校 学監（現在に至る）
2022年-2024年　ザスパ群馬 取締役会長

サッカー部監督として、同校を全国高校サッカー選手権で２度の優勝に導いた名将としての原点と指導哲学とは？
高校と大学で様々な全国レベルの大会での優勝や入賞を経験し、前橋育英高校での教職の道に！

プロフィール

2025年1月 顕彰式（前橋育英高校サッカー部）
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し
の
下
、
２
０
２
５
年
２
月
20

日
、
千
葉
県
市
原
市
の
キ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

て
第
10
回
法
政
大
学
高
等
学
校

同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
も

若
返
り
、
30
―
47
期
が
20
名
を

占
め
、
最
年
長
の
５
期
（
89
歳
）

の
秋
山
さ
ん
か
ら
24
期
ま
で
の

70
歳
オ
ー
バ
ー
の
先
輩
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

27
名
の
同
窓
生
に
て
和
や
か

な
が
ら
も
壮
絶
な
争
い
が
繰
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
、
優
勝
は
36
期
奥

野
さ
ん
。
準
優
勝
は
37
期
小
宮

山
さ
ん
が
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
と
共

に
獲
得
。
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン

グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
36
期
岩
本

さ
ん
は
、
実
力
を
発
揮
で
き
ず

ブ
ー
ビ
ー
に
甘
ん
じ
ま
し
た
。

様
々
な
賞
の
表
彰
後
、
最
後

は
高
村
同
窓
会
会
長
（
18
期
／

法
政
大
学
応
援
団
第
44
代
団
長
）

の
リ
ー
ド
で
全
員
で
校
歌
斉

唱
。
次
回
大
会
で
の
再
会
を
約

束
し
て
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

次
回
開
催
は
、
２
０
２
６
年

２
月
19
日（
木
）キ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
同
窓

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
お
申
込
み
を
い
た
だ
い
た

「
池
上
本
門
寺
」
に
行
く

文
学
部
同
窓
会
で
は
、〈
特

別
企
画
〉
と
し
て
、
毎
年
春
と

秋
に
都
内
・
近
郊
散
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

５
月
９
日
（
金
）、
本
会
の

井
坂
義
雄
・
元
会
長
（
本
学
名

誉
教
授
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

大
田
区
の
日
蓮
宗
大
本
山
「
池

文
学
部
同
窓
会

文
学
部
同
窓
会
上
本
門
寺
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

午
後
１
時
、東
急
池
上
線
「
池

上
」
駅
に
集
合
後
、
本
門
寺
の

総
門
を
潜
（
く
ぐ
）
り
、
加
藤

清
正
の
寄
進
の
「
此
経
難
持
坂

（
し
き
ょ
う
な
ん
じ
ざ
か
）」
の

96
段
の
石
段
を
登
っ
て
右
に
曲

が
る
と
、
江
戸
時
代
初
期
建
立

の
五
重
塔
が
見
え
、
塔
の
近
く

に
あ
る
文
豪
・
幸
田
露
伴
と
そ

の
娘
で
作
家
の
文
（
あ
や
）
の

墓
に
参
拝
し
ま
し
た
。

谷
中
五
重
塔
建
立
に
一
身
を

捧
げ
た
大
工
を
描
い
た
『
五
重

塔
』
や
中
国
・
明
朝
（
み
ん
ち
ょ

う
）
の
靖
難
（
せ
い
な
ん
）
の

役（
え
き
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
壮

大
な
歴
史
小
説
『
運
命
』
な
ど

の
露
伴
作
品
は
、
近
代
日
本
文

学
の
傑
作
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
戦
後
日
本
の
ヒ
ー

ロ
ー
・
力
道
山
の
墓
と
、
こ
の

地
で
入
滅
し
た
宗
祖
・
日
蓮
の

廟
所
に
参
拝
し
て
本
門
寺
を
後

に
し
ま
し
た
。

（
75
年
史
学
科
卒
・
金
森
和
彦
）

卒
業
祝
賀
会
で
経
済
学
部
同

窓
会
新
企
画「
負
け
る
が
勝
ち　

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」が
大
盛
況

３
月
24
日
（
月
）
の
学
位
授

与
式
後
に
行
わ
れ
た
卒
業
祝
賀

会
で
は
、
過
日
、
教
授
会
と
の

懇
談
会
の
席
上
、
竹
口
経
済
学

部
長
よ
り
、
卒
業
祝
賀
会
で
の

企
画
は
何
か
な
い
だ
ろ
う
か
と

相
談
が
あ
っ
た
の
を
受
け
、
経

済
学
部
同
窓
会
が
「
負
け
る
が

勝
ち　

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
を

新
し
く
企
画
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
壇
上
の
村
田
会
長

経
済
学
部
同
窓
会

経
済
学
部
同
窓
会

本門寺総門前で（いちばん左が井坂義雄・元会長）

と
卒
業
生
全
員
が
じ
ゃ
ん
け
ん

を
行
い
、
負
け
た
者
が
残
っ
て

次
の
じ
ゃ
ん
け
ん
に
進
み
、
こ

れ
を
繰
り
返
し
て
最
弱
王
（
実

は
負
け
る
が
勝
ち
）
を
決
め
、

賞
品
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。

こ
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
は
、

大
学
を
卒
業
し
厳
し
い
社
会
に

出
る
と
、
勝
っ
て
ば
か
り
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
負
け
て
も
め

げ
ず
落
ち
込
ま
ず
、
挑
戦
し
続

け
れ
ば
い
い
こ
と
も
あ
る
し
、

い
つ
か
そ
れ
が
い
い
経
験
と

な
り
勝
利
を
つ
か
め
る
―
―

と
い
う
、
先
輩
か
ら
卒
業
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
も

の
で
す
。

村
田
会
長
が
じ
ゃ
ん
け
ん

カ
ー
ド
を
掲
げ
る
た
び
に
、
会

校友会紹介SERIES

法
政
と
ベ
ト
ナ
ム
の
架
け
橋
と
し
て
掲
げ
る
２
つ
の
目
標

２
０
１
１
年
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン

で
発
足
し
た
「
法
政
大
学
サ
イ
ゴ
ン
校

友
会
」。
現
在
は
飯
島
三
明
会
長
（
株
式

会
社
ブ
リ
ッ
ジ
）
と
渡
邊 

賢
事
務
局
長

（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
ベ
ト
ナ
ム
）
の
も
と
、
幅
広
い

世
代
の
会
員
約
30
名
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
発
足
以
来
14
年
で
50
回
も
交
流
会
を

開
催
し
て
い
る
そ
の
活
気
は
、
和
気
藹
々

と
し
た
写
真
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

も
と
も
と
本
学
と
ベ
ト
ナ
ム
の
縁
は

深
く
、
そ
の
架
け
橋
と
な
っ
た
の
は
理

工
学
部
元
教
授
の
檀 

良
先
生
（
ベ
ト
ナ

ム
名
：
ダ
ン
・
ル
オ
ン
・
モ
ー
）。
檀
先

生
は
ベ
ト
ナ
ム
の
半
導
体
産
業
の
発
展

に
尽
力
し
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
学
術

交
流
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

サ
イ
ゴ
ン
校
友
会
は
２
０
１
５
年
に

は
法
政
大
学
ベ
ト
ナ
ム
事
務
所
開
設
式

に
参
加
、
箱
根
駅
伝
に
寄
付
す
る
な
ど

本
学
事
業
に
積
極
的
に
協
力
。
ま
た
、

六
大
学
対
抗
ゴ
ル
フ
や
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
ゴ

ル
フ
大
会
な
ど
他
大
学
と
も
幅
広
く
交

流
し
て
い
ま
す
。

法
政
と
ベ
ト
ナ
ム
の
架
け
橋
と
し
て
、

今
後
の
大
き
な
目
標
は
２
つ
。
１
つ
は

ホ
ー
チ
ミ
ン
在
住
の
卒
業
生
が
、
日
常
生

活
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
し
て
い
く
こ
と
。
も
う
１
つ
は
法

政
大
学
な
ら
び
に
世
界
中
の
卒
業
生
が
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
で
活
躍
で
き
る
場
を
作
っ

て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
現
役
学
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
校
外
学
習
、
法

政
大
学
の
経
営
陣
や
教
授
の
ベ
ト
ナ
ム

で
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
に
行
動
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

今
後
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
校
友
会

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
法
政
大
学
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
た
い

と
、
進
取
の
気
象
に
富
む
サ
イ
ゴ
ン
校

友
会
で
す
。 

（
広
報
部
会　

勝
又
秀
雄
）

法
政
大
学
サ
イ
ゴ
ン
校
友
会

法
政
大
学
サ
イ
ゴ
ン
校
友
会

場
は
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
ま

し
た
。 

（
嶋　

崇
）

落
語
研
究
会
に
よ
る

「
落
語
会
」と「
忘
年
会
」

を
開
催

２
０
２
４
年
12
月
７
日
、
法

政
大
学
落
語
研
究
会
に
よ
る

「
落
語
会
」
を
市
ケ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス　

富
士
見
ゲ
ー
ト
３
階

「
つ
ど
ひ
」
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
経
営
学
部
学
術
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
学
生
に
も
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

法
政
大
学
落
語
研
究
会
は
、

多
数
の
プ
ロ
を
輩
出
し
て
い
る

歴
史
あ
る
研
究
会
で
、
２
０
２
４

年
に
は
落
語
の
学
生
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
新

入
生
も
多
く
加
入
し
、
活
気
あ

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

部
員
の
中
か
ら
２
年 

市
ヶ

谷　

猿
坊
（
い
ち
が
や　

え
ん

ぼ
う
）、
１
年　

田
町
家　

偽

贋
人
（
た
ま
ち
や　

ぎ
が
ん

と
）、
田
町
家　

翠
（
た
ま
ち

や　

み
ど
り
）
の
３
名
に
ご
登

壇
い
た
だ
き
、
各
人
の
個
性
を

発
揮
し
て
、
落
語
を
披
露
い
た

経
営
学
部
同
窓
会

経
営
学
部
同
窓
会

だ
き
ま
し
た
。
落
語
研
究
会
に

よ
る『
法
政
寄
席
』は
毎
年
行
っ

て
い
る
恒
例
行
事
で
、
好
評
い

た
だ
い
て
い
る
企
画
で
す
。

終
了
後
に
は
同
じ
場
所
に
て

忘
年
会
を
行
い
、
ご
登
壇
い
た

だ
い
た
落
語
研
究
会
の
現
役
学

生
３
名
や
学
術
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
委

員
会
の
経
営
学
部
生
と
の
懇
親

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

社
会
学
部
同
窓
会

活
動
報
告
・
予
定

社
会
学
部
同
窓
会
で
は
24
年

度
、
会
報
64
・
65
号
発
行
の
他
、

次
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
六
大
学
野
球
観
戦
（
春
・

秋
の
２
回
）、
大
人
の
グ
ル
メ

社
会
学
部
同
窓
会

社
会
学
部
同
窓
会

散
歩
、
授
業
「
職
業
社
会
論
」

へ
の
ゲ
ス
ト
講
師
招
聘
補
助
、

箱
根
駅
伝
応
援
・
新
年
会
、
卒

業
祝
賀
会
補
助
、
優
秀
卒
業
論

文
表
彰
。
中
で
も
、
24
年
度
か

ら
形
態
を
変
え
て
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
優
秀
卒
業
論
文

表
彰
は
、
華
や
か
な
行
事
と
な

り
、
受
賞
者
よ
り
同
窓
会
に
対

し
て
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
（
写
真
参
照
）。

25
年
度
も
活
動
の
基
本
の
１

つ
を
「
在
学
生
支
援
の
た
め
の

同
窓
会
」
に
置
き
、
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
同
窓
会
の
発
足
以
来
、
多

く
の
事
業
が
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
を
起
点
と
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
社
会
学
部
卒

業
生
の
半
数
以
上
が
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
卒
業
生
に
な
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
今
後
は
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
を
起
点
と
し
た
事
業
、

及
び
役
員
の
代
替
わ
り
を
進
展

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
視
野
に
、
本
年
度
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
運

営
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
10
回
『
同
窓
会
ゴ
ル

フ
大
会
』
を
開
催

澄
み
切
っ
た
空
の
遥
か
彼
方

へ
飛
び
去
る
白
球
。
と
て
も
如

月
と
は
思
わ
れ
ぬ
暖
か
な
日
差 2024年度優秀卒論表彰 受賞者

法
政
大
学
中
高
等

法
政
大
学
中
高
等

学
校
同
窓
会

学
校
同
窓
会

方
と
、
過
去
ご
参
加
の
皆
様
に

は
改
め
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

設
立
41
年
で
５
０
０
回

の
月
例
会
を
開
催

札
幌
支
部
内
の
親
睦
団
体
の

ひ
と
つ
「
札
幌
オ
レ
ン
ジ
会
」

が
本
年
５
月
の
「
月
例
会
」
で

回
数
が
５
０
０
回
目
の
記
念
す

べ
き
節
目
を
迎
え
た
。
昭
和
58

年
に
有
志
数
名
が
集
ま
っ
て
設

立
以
来
、
41
年
間
に
わ
た
り
、

毎
月
１
回
、
月
例
会
を
開
い
て

き
た
結
果
で
あ
る
。

宴
席
で
は
歴
代
の
会
長
経
験

者
か
ら
設
立
当
時
の
思
い
出
話

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
る

な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

現
在
、
会
員
数
は
30
名
（
最
年

長
者
：
昭
和
30
年
卒
～
最
若
手
：

平
成
24
年
卒
）。
主
な
活
動
は
毎

月
第
２
木
曜
日
に
開
催
さ
れ
る

「
月
例
会
」、
５
月
か
ら
10
月
に

開
催
さ
れ
る
月
１
回
の
ゴ
ル
フ

北
海
道
札
幌
支
部

北
海
道
札
幌
支
部

第
11
回『
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会
』

開
催
の
お
知
ら
せ

【
開
催
日
】

２
０
２
６
年
２
月
19
日（
木
）

【
場
所
】

キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

コ
ン
ペ
、
地
元
球
団
の
日
ハ
ム

観
戦
応
援
ツ
ア
ー
な
ど
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
５
０
０
回
目
は
通
過

点
に
過
ぎ
ず
、
今
後
も
継
続
で

き
る
よ
う
参
加
者
一
同
、
誓
い

合
っ
て
閉
会
し
た
。

松
戸
支
部
総
会
開
か
れ
る

２
月
20
日
（
木
）
松
戸
商
工

会
議
所
で
45
名
の
会
員
参
加
の

も
と
、
令
和
７
年
の
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、岩
橋
支
部
長
か
ら
「
支

部
一
丸
と
な
っ
て
、
更
な
る
会

員
増
強
と
相
互
の
親
睦
を
図
っ

て
、
母
校
発
展
に
尽
く
そ
う
」

と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
、
報

告
・
審
議
事
項
の
全
て
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
支
部
会
員
で

も
あ
り
、
大
学
理
事
の
岡
本
氏

か
ら
大
学
の
近
況
報
告
が
あ

り
、
続
い
て
県
内
各
校
友
会
来

賓
７
名
を
代
表
し
て
、
千
葉
県

校
友
会
会
長
の
伊
東
船
橋
校
友

会
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
は
「
パ
ワ
ハ
ラ
か
ら
学

ん
だ
こ
と
」
と
題
し
て
、
支
部

会
員
で
も
あ
る
流
通
経
済
大
学

サ
ッ
カ
ー
部
監
督
中
野
雄
二
氏

に
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

市
役
所
法
友
会
の
金
子
会
長

の
乾
杯
で
懇
談
に
移
り
、
岩
橋

支
部
長
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

新
人
会
員
の
紹
介
や
市
役
所

会
員
の
自
己
紹
介
な
ど
が
あ

り
、
最
後
に
元
応
援
団　

市
川

法
友
会
の
長
井
幹
事
長
の
エ
ー

ル
と
と
も
に
全
員
で
円
陣
を
組

み
、
校
歌
斉
唱
し
、
盛
況
の
う

ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

 

（
幹
事
長　

松
山　

幹
彦
）

松
戸
支
部

松
戸
支
部
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他
の
海
外
遠
征
と
し
ま
し
て

は
、
17
年
に
台
湾
合
宿
、
07
年

に
ア
メ
リ
カ
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
山

脈
合
宿
、
そ
れ
以
前
に
も
海
外

遠
征
は
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
１
９
８
１
年
に
も
ア
ラ
ス

カ
合
宿
を
行
っ
て
お
り
、
当
部

と
し
て
ア
ラ
ス
カ
の
地
を
踏
む

の
は
２
回
目
と
な
り

ま
す
。

今
回
の
ア
ラ
ス
カ

遠
征
で
は
、
登
山
道

（
ト
レ
イ
ル
）
だ
け

で
な
く
、
未
開
の
自

然
「
オ
フ
ト
レ
イ
ル

（Off–Trail

）」
を
地

体
育
会
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
部
は
、
２
０
２
４
年
に
創
部

75
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

創
部
75
周
年
も
相
ま
っ
て
、

現
役
部
員
か
ら
ア
ラ
ス
カ
遠
征

の
話
が
あ
が
り
、
約
10
か
月
の

準
備
期
間
を
経
て
、
24
年
８
月

に
決
行
い
た
し
ま
し
た
。

図
や
コ
ン
パ
ス
を
駆
使
し
て
、

自
分
た
ち
の
力
で
切
り
開
き
な

が
ら
進
む
と
い
う
、
普
段
の
合

宿
以
上
に
困
難
な
活
動
に
挑
み

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
地
の

地
形
、
気
象
、
動
植
物
、
自
然

保
護
の
ル
ー
ル
の
入
念
な
調
査

や
、
必
要
な
装
備
の
調
達
、
緊

急
時
の
対
応
方
法
を
は
じ
め
と

し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
キ
ル
と
サ

バ
イ
バ
ル
技
術
の
習
得
な
ど
、

１
年
近
い
準
備
期
間
を
経
て
の

遠
征
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
経
験
を
通
し
て
、
美
し
く
も

過
酷
な
ア
ラ
ス
カ
の
大
自
然
を

舞
台
に
、
部
員
た
ち
は
精
神
的

に
も
大
き
く
成
長
し
、
強
い
自

信
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

我
々
、
法
政
ワ
ン
ゲ
ル
は
、

年
間
を
通
し
て
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、部
員
は
30
名
に
増
え
て
、

精
鋭
が
揃
い
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
複
数
の

山
頂
を
歩
き
つ
な
げ
る
縦

走
登
山
、
長
い
距
離
を
自

転
車
で
走
る
ツ
ー
リ
ン

グ
、
山
を
流
れ
る
沢
を
遡

行
す
る
沢
登
り
、
雪
山
を

ス
キ
ー
で
登
り
自
然
の
ま

ま
の
斜
面
を
滑
る
山
ス

キ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
年
２
月
に
は
、
関
西

大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
部
と
、
白
馬
に
あ
る
法

政
大
学
遠
見
ヒ
ュ
ッ
テ
に

て
、
共
同
活
動
（
合
同
ワ

ン
デ
リ
ン
グ
）
を
行
い
ま

し
た
。

「
我
々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
際

限
は
な
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

こ
れ
か
ら
も
新
た
な
フ
ィ
ー
ル

ド
を
求
め
て
活
動
し
て
い
き

ま
す
。 （
監
督　

毛
藤
隼
一
郎
）

体
育
会
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
は
少
数
精
鋭
の
集
団

体
育
会
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
は
少
数
精
鋭
の
集
団

創
部
75
周
年
に
ア
ラ
ス
カ
遠
征
を
敢
行

「
法
政
大
学
出
身
議
員
等
相

互
の
親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、

母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
」と
い
う
自
由

民
主
党
法
友
会
が
２
月
18
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
菅
義
偉
元
総
理
・

自
由
民
主
党
副
総
裁
の
他
、法
友

会
の
会
員
。大
学
か
ら
は
廣
瀬
克

哉
総
長
（
当
時
）、２
０
２
５
年

３
月
31
日
付
け
で
新
総
長
に
就

任
し
た
ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー
常
務

理
事
（
当
時
）他
11
名
。校
友
会

か
ら
は
竹
中
宣
雄
会
長
他
９
名

な
ど
、と
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
健
太
郎
参
議
院
議
員
の

司
会
の
も
と
、「
26
歳
の
と
き
、

政
治
家
を
志
し
、大
学
の
学
生

課
を
訪
ね
た
の
が
、政
治
の
世

界
に
飛
び
込
ん
だ
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。今
後
と

も
母
校
と
の
絆
を
強
く

し
て
い
き
た
い
」と
ま

ず
菅
元
総
理
の
ご
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、廣
瀬
総
長
、

ダ
イ
ア
ナ
・
コ
ー
常
務

理
事
、そ
し
て
竹
中
校

友
会
会
長
の
挨
拶
が
続

き
、田
中
和
徳
自
由
民

主
党
法
友
会
副
会
長
の

音
頭
に
よ
る
乾
杯
が
あ
り
、懇

談
と
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
集
い
は
、

２
０
１
２
年
に
第
１
回
の
会
合

を
開
催
し
て
今
度
で
13
回
目
に

な
り
ま
す
。

自
由
民
主
党
法
友
会
の
集
い

―
菅
元
総
理
は
26
歳
の
と
き
志
を
た
て
た

沖縄市「デイゴホテル」にて　

恒
例
の
昭
和
歌
謡
コ
ン

サ
ー
ト
開
催

神
奈
川
県
校
友
会
は
、
今
年

で
第
３
回
と
な
る
昭
和
歌
謡
コ

ン
サ
ー
ト
を
３
月
３
日
に
横
須

賀
で
開
催
し
ま
し
た
。
以
前
の

か
な
が
わ
歌
声
コ
ン
サ
ー
ト

（
３
回
実
施
）
か
ら
通
算
す
る

と
６
回
目
に
な
り
ま
す
。

昨
年
は
藤
沢
市
に
て
開
催
、

そ
し
て
今
回
は
横
須
賀
法
友
会

の
主
管
で
横
須
賀
芸
術
劇
場
ヨ

コ
ス
カ
・
ベ
イ
サ
イ
ド
・
ポ
ケ
ッ

ト
を
会
場
に
、
多
く
の
お
客
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
３
５
０
名
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
大
変
盛
り
上

が
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
声
カ
ル

テ
ッ
ト
に
よ
り
、
昭
和
の
曲
を

中
心
に
20
曲
を
超
え
る
熱
唱
が

神
奈
川
県
校
友
会

神
奈
川
県
校
友
会
あ
り
、
中
に
は
客
席
と
一
緒
に

歌
う
懐
か
し
い
曲
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
ラ
ス
ト
で
は
法
政
大

学
校
歌
も
披
露
さ
れ
、
卒
業
生

や
関
係
者
は
声
を
合
わ
せ
て
歌

い
ま
し
た
。

今
後
も
神
奈
川
県
校
友
会
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
県
内
各
地

で
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

（
幹
事
長
兼
事
務
局
長

犬
飼
隆
雄
）

軽
井
沢
バ
ス
事
故
現
場

慰
霊
献
花

前
途
有
望
な
後
輩
た
ち
に

長
野
東
信
法
友
会

長
野
東
信
法
友
会

起
き
た
悲
劇
を
風
化
さ
せ

な
い
！

痛
ま
し
い
事
故
か
ら
９
年
が

経
ち
ま
し
た
が
、
長
野
東
信
法

友
会
で
は
、
本
年
も
１
月
13
日

（
月
・
成
人
の
日
）
に
塩
川
会

長
は
じ
め
８
名
の
会
員
で
慰
霊

碑
に
献
花
を
行
い
、
黙
と
う
を

捧
げ
て
参
り
ま
し
た
。
未
来
あ

る
母
校
法
政
大
学
の
後
輩
た
ち

を
は
じ
め
と
し
た
若
者
が
、
志

半
ば
で
旅
立
っ
た
無
念
さ
、
ま

た
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

参
列
者
皆
で
誓
い
を
新
た
に
い

た
し
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

（
東
信
法
友
会　

事
務
局
長　

 

木
内　

均
）

箱
根
駅
伝
を
目
指
す

新
入
生
に
激
励
金
授
与

和
歌
山
県
校
友
会
（
大
岩
德

成
会
長
）は
、令
和
７
年
２
月
28

日
、和
歌
山
県
立
和
歌
山
北
高

等
学
校
を
訪
ね
て
４
月
か
ら
箱

根
駅
伝
出
場
を
目
指
し
法
政
大

学
に
進
学
す
る
太
田　

煌
（
お

お
た　

こ
う
）選
手
の
激
励
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

太
田
さ
ん
は
和
歌
山
県
田
辺

市
出
身
で
幼
少
期
か
ら
陸
上
競

技
を
始
め
、高
校
か
ら
は
地
元

を
離
れ
て
入
寮
し
、陸
上
競
技

部
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
で
３
年
間

練
習
に
励
ん
で
き
た
選
手
。令

和
６
年
12
月
に
京
都
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
高
校
駅
伝
で
は
４

区
で
９
人
抜
き
の
力
走
を
見
せ

注
目
を
集
め
ま
し
た
。こ
れ
ま

和
歌
山
県
校
友
会

和
歌
山
県
校
友
会

陸
上
競
技
部
に
寄
付

金
と
協
賛
品
を
贈
呈

沖
縄
県
校
友
会
は
、沖
縄
市

で
合
宿
す
る
法
政
大
学
陸
上
競

技
部
に
寄
付
金
と
協
賛
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
陸
上
競
技
部
は
昨

年
の
関
東
イ
ン
カ
レ
陸
上
男
子

１
部
４
×
４
０
０
ｍ
決
勝
で
優

勝
し
て
い
ま
す
。

〈
叙
位
・
叙
勲
〉

旭
日
双
光
章

古
市 

博
文
氏

（（
公
社
）
全
国
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
連
合
会

理
事
）79
年
経
営
学
部
卒

千
葉
県
校
友
会
代
表
議
員

瑞
宝
中
綬
章

齊
藤 

兆
古
氏

（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）

69
年
工
学
部
卒

75
年
大
学
院
工
学
研
究

科
電
気
工
学
専
攻
修
了

黄
綬
褒
章

木
田 

満
氏

（
行
政
書
士
木
田
満
事
務

所 

所
長
）

61
年
経
済
学
部
卒

〈
新
社
長
〉

〇 

㈱
ワ
ー
ナ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン

岡
田 

武
士
氏

（
お
か
だ
・
た
け
し
）

02
年
二
高
卒

06
年
経
営
学
部
卒

東
京
都
出
身
、
41
歳

24
年
12
月
２
日
就
任

〇 

オ
リ
ッ
ク
ス･
レ
ン

テ
ッ
ク
㈱ 

上
谷
内 

祐
二
氏

（
か
み
や
う
ち
・
ゆ
う
じ
）

84
年
二
高
卒

88
年
法
学
部
卒

東
京
都
出
身
、
59
歳

25
年
１
月
１
日
就
任

〇 

オ
リ
ッ
ク
ス
自
動
車
㈱

内
藤 

進
氏

（
な
い
と
う
・
す
す
む
）

86
年
二
高
卒

90
年
経
営
学
部
卒

東
京
都
出
身
、
57
歳

25
年
１
月
１
日
就
任

〇 

㈱
早
稲
田
学
習
研
究
会

佐
藤 

誉
氏

（
さ
と
う
・
ほ
ま
れ
）

00
年
経
営
学
部
卒

群
馬
県
出
身
、
47
歳

25
年
１
月
１
日
就
任

〇 

㈱
日
本
一
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

猿
橋 

健
蔵
氏

（
さ
る
は
し
・
け
ん
ぞ
う
）

06
年
社
会
学
部
卒

東
京
都
出
身
、
41
歳

25
年
１
月
29
日
就
任

〇
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

阿
波 

誠
一
氏

（
あ
わ
・
せ
い
い
ち
）

93
年
社
会
学
部
卒

熊
本
県
出
身
、
54
歳

25
年
４
月
１
日
就
任

〇
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱

大
友 

浩
嗣
氏

（
お
お
と
も
・
ひ
ろ
つ
ぐ
）

84
年
法
学
部
卒

北
海
道
出
身
、
65
歳

25
年
４
月
１
日
就
任

〇
㈱
ブ
ロ
ン
コ
ビ
リ
ー

阪
口 

信
貴
氏

（
さ
か
ぐ
ち
・
し
ん
き
）

94
年
工
学
部
卒

京
都
府
出
身
、
54
歳

25
年
４
月
１
日
就
任

〇
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱

多
田 

荘
一
郎
氏

（
た
だ
・
そ
う
い
ち
ろ
う
）

95
年
経
営
学
部
卒

兵
庫
県
出
身
、
52
歳

25
年
４
月
１
日
就
任

〇
㈱
キ
ュ
ー
ブ

橋
本 

和
武
氏

（
は
し
も
と
・
か
ず
た
け
）

96
年
経
営
学
部
卒

茨
城
県
出
身
、
53
歳

25
年
４
月
１
日
就
任

〇
㈱
銚
子
丸

石
井 

憲
氏

（
い
し
い
・
け
ん
）

88
年
法
学
部
卒

東
京
都
出
身
、
59
歳

25
年
５
月
29
日
就
任

〇 

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱

永
崎 

安
基
氏

（
な
が
さ
き
・
や
す
も
と
）

88
年
社
会
学
部
卒

神
奈
川
県
出
身
、
59
歳

25
年
６
月
６
日
就
任

〇
富
山
テ
レ
ビ
放
送

細
川 

賢
氏

（
ほ
そ
か
わ
・
ま
さ
る
）

92
年
経
済
学
部
卒

富
山
県
出
身
、
56
歳

25
年
６
月
20
日
就
任

○
都
築
電
気
㈱

吉
田 

克
之
氏

（
よ
し
だ
・
か
つ
ゆ
き
）

81
年
二
高
卒

東
京
都
出
身
、
62
歳

25
年
６
月
26
日
就
任

〇
ヒ
ロ
タ
グ
ル
ー
プ

　
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

遠
藤 

隆
史
氏

（
え
ん
ど
う
・
た
か
し
）

00
年
工
学
部
卒

神
奈
川
県
出
身
、
48
歳

25
年
６
月
27
日
就
任

〈
訃
報
〉

〇
坂
本 

廣
身
氏

（
１
９
６
４
年 

法
卒
）

22
年
８
月
没 

享
年
不
明

〇
髙
津 

利
明
氏

で
指
導
さ
れ
て
き
た
同
部
の
松

田
圭
祐
監
督
は
自
信
を
も
っ
て

法
政
に
送
り
出
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

大
岩
会
長
か
ら
激
励
金
を
受

け
取
っ
た
太
田
さ
ん
は
「
法
政

は
箱
根
駅
伝
で
戦
え
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
。チ
ー
ム
を
引
っ

張
る
エ
ー
ス
の
よ
う
な
選
手
を

目
指
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

今
や
お
正
月
の
風
物
詩
と

な
っ
た
箱
根
駅
伝
。太
田
さ
ん

を
追
い
か
け
て
和
歌
山
か
ら

法
政
を
目
指
す
選
手
が
再
び

現
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

 

（
副
会
長　

川
上
敏
明
）

沖
縄
県
校
友
会

沖
縄
県
校
友
会

（
１
９
６
９
年 

経
営
卒
）

24
年
11
月
没 

享
年
77
歳

〇
髙
橋 

秀
夫
氏

（
工
学
部
元
教
授
）

24
年
11
月
没 

享
年
90
歳

〇
伊
集
院 

立
氏

（
社
会
学
部
名
誉
教
授
）

24
年
12
月
没 

享
年
81
歳

〇
中
山 

重
臣
氏

（
１
９
６
１
年 

社
卒
）

24
年
12
月
没 

享
年
不
明

〇
山
本 

正
明
氏

（
工
学
部
名
誉
教
授
）

25
年
１
月
没 

享
年
94
歳

〇
櫻
井 

初
氏

（
第
一
教
養
部
元
教
授
・

元
評
議
員
）

25
年
１
月
没 

享
年
97
歳

〇
石
倉 

義
朗
氏

（
１
９
５
９
年 

法
卒
）

25
年
１
月
没 

享
年
87
歳

〇
前
田 

米
藏
氏

（
１
９
６
４
年 

法
卒
）

25
年
１
月
没 

享
年
83
歳

〇
袖
井 

林
二
郎
氏

（
法
学
部
名
誉
教
授
）

25
年
２
月
没 

享
年
92
歳

○
北
川 

量
三
氏

（
１
９
６
２
年 

経
卒
）

25
年
２
月
没 

享
年
85
歳

〇
木
戸
口 

昭
夫
氏

（
１
９
５
６
年 

経
卒
）

25
年
２
月
没 

享
年
90
歳

〇
及
川 

勝
正
氏

（
１
９
７
０
年 

法
卒
）

25
年
４
月
没 

享
年
77
歳

〇
豊
田 

信
哉
氏

（
１
９
６
２
年 

法
卒
）

25
年
５
月
没 

享
年
85
歳

法
政
大
学
校
友
会
顧
問

〇
岡
本 

眞
氏

（
１
９
７
０
年 

工
卒
）

25
年
６
月
没 

享
年
79
歳

学
部
同
窓
会
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

〇
草
地 

照
雄
氏

（
卒
年
学
部
不
明
）

14
年
７
月
没 

享
年
不
明

〇
桑
田 

茂
氏

（
１
９
７
５
年 

経
営
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

〇
田
淵 

元
兪
基
氏

（
１
９
６
０
年 

法
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

〇
田
中 

博
文
氏

（
１
９
５
９
年 

法
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

〇
中
村 

安
生
氏

（
１
９
７
８
年 

経
営
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

〇
山
崎 

剛
氏

（
１
９
６
７
年 

経
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

無念の後輩たちに黙とうを捧げる



１
０
０
年
の
団
史
と
昭
和
１
０
０
年

ネットがなかった
六大学野球応援席

1948
昭和
23年

1966
昭和
41年

第42回箱根駅伝での
応援風景

六大学野球秋リーグ
優勝で提灯行列

1980
昭和
55年

箱根駅伝の五区、
芦ノ湖前での応援

2019
平成
31年

六大学が一堂に会する
六旗の下にで3部が熱演

2024
令和
6年

大
正
15
年 

応
援
団
創
設

（
昭
和
元
年
）

昭
和
４
年 

応
援
団
員
を
中
心
に
校
歌
改
正
委
員
会
発
足
、

 

募
金
活
動
を
主
催

昭
和
５
年 

新
校
歌（
現
在
の
校
歌
）誕
生

 

六
大
学
野
球
初
優
勝
を
提
灯
行
列
で
祝
す

 

相
撲
、水
泳
、馬
術
、ボ
ク
シ
ン
グ
、野
球
、

 

陸
上
競
技
な
ど
の
応
援
が
活
発
化
す
る

昭
和
６
年 

六
大
学
野
球
を
空
か
ら
飛
行
機
で
応
援
、

 

神
宮
球
場
あ
ぜ
ん
と
す
る

昭
和
７
年 

応
援
歌｢

若
き
日
の
誇
り｣

誕
生

昭
和
16
年 

太
平
洋
戦
争
勃
発

昭
和
19
年 

先
輩
の
学
徒
出
陣
に
応
援
団
団
旗
の
壮
行
会

昭
和
20
年 

８
月
15
日
終
戦

昭
和
21
年 

応
援
団
の
再
建
、六
大
学
野
球
復
活
に
尽
力

昭
和
23
年 

鎌
倉･

円
覚
寺
に
て
第
１
回
合
宿
行
わ
れ
る

昭
和
25
年 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部（
現
吹
奏
楽
部
）結
成

昭
和
32
年 

第
１
回
オ
レ
ン
ヂ
の
集
い
開
催

昭
和
41
年 

応
援
歌「
チ
ャ
ン
ス
法
政
」誕
生

昭
和
42
年 

応
援
団
Ｏ
Ｂ
会
結
成

昭
和
49
年 

バ
ト
ン
部（
現
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
）結
成

昭
和
55
年 

法
政
大
学
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
で
、

 

中
村
総
長
よ
り
総
長
大
団
旗
が
贈
呈
さ
れ
る

昭
和
57
年 

神
宮
球
場
が
人
工
芝
に
な
り
紙
吹
雪
の

 

使
用
不
可
と
な
る

昭
和
59
年 

町
田
校
舎（
現
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
）開
校

平
成
３
年 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
、野
球
以
外
の

 

各
種
応
援
が
活
発
化

平
成
11
年 

国
際
文
化
学
部
、人
間
環
境
学
部
が
誕
生

平
成
12
年 

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
竣
工

平
成
17
年 

六
大
学
応
援
団
初
の
女
性
副
団
長
誕
生
、

 

神
宮
球
場
で
校
歌
を
指
揮
す
る

 

学
生
会
館
解
体
に
伴
い
団
室
が
仮
移
転
す
る

平
成
19
年 

外
濠
校
舎
竣
工
。団
室
は
富
士
見
坂
校
舎
に

平
成
21
年 

法
政
大
学
応
援
団
初
の
海
外
遠
征
、ド
イ
ツ
へ

平
成
28
年 

初
の
外
国
人
旗
手
責
任
者
誕
生

平
成
31
年 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

 

大
学
全
体
の
卒
業
式
が
中
止

令
和
２
年 

菅
義
偉
氏
、法
大
出
身
で
初
の
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

 

コ
ロ
ナ
禍
で
夏
合
宿
が
中
止
、六
旗
の
下
に
は

 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

令
和
４
年 

制
限
さ
れ
て
い
た
応
援
が
内
野
席
に
復
活

 

夏
合
宿
再
開
、六
旗
の
下
に
対
面
開
催

令
和
５
年 

箱
根
駅
伝
に
お
い
て
対
面
で
の
応
援
活
動
が

 

復
活

令
和
６
年 

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
Ｕ
Ｓ
Ａ
大
会
出
場

 

東
京
都
大
学
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

令
和
７
年 

１
０
０
周
年
記
念
式
典

（
令
和
元
年
）
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大
正
末
期
か
ら
、
昭
和
の
幕

開
け
と
と
も
に
産
声
を
あ
げ
た

法
政
大
学
応
援
団
は
、本
年
、創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
的
な
節
目
に
あ
た

り
、
応
援
団
の
歩
み
を
陰
に
陽

に
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
皆
様
へ
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

応
援
団
は
、「
礼
儀
」「
節
度
」

「
闘
志
」
の
三
原
則
を
行
動
の

規
範
と
し
、
声
を
枯
ら
し
、
汗

を
流
し
な
が
ら
、
仲
間
と
母
校

へ
の
応
援
を
貫
い
て
ま
い
り
ま

本
年
、
法
政
大
学
応
援
団
は

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
11

月
16
日
に
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
を
振

り
返
り
、「
感
謝
、
尊
敬
、
愛

情
、
三
つ
の
気
持
ち
を
伝
え
、

次
の
世
代
へ
エ
ー
ル
を
送
る
式

典
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
１
年
以

上
前
か
ら
、
幅
広
い
年
代
の
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｇ
が
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
た
。

戦
後
の
混
乱
、
社
会
の
変
化
、

学
生
気
質
の
変
容
、
そ
し
て
近

年
の
少
子
化
と
い
っ
た
数
々
の

困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

伝
統
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

団
旗
が
降
ろ
さ
れ
る
こ
と
は
一

度
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
、
団
員
数
は
多
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
第
１
０
０
代

の
現
役
団
員
た
ち
は
、
自
ら
の

存
在
意
義
と
誇
り
を
胸
に
、
応

援
の
使
命
に
真
摯
に
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
私
た

ち
卒
業
生
に
と
っ
て
も
大
き
な

励
み
で
あ
り
、
希
望
そ
の
も
の

で
す
。

法
政
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
に

累
計
約
52
万
人
の
卒
業
生
を
輩

出
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
社

会
を
支
え
る
人
材
を
送
り
出
し

て
き
ま
し
た
。
応
援
団
は
、
そ

の
長
い
歴
史
の
中
で
、
入
学
式
、

神
宮
の
ス
タ
ン
ド
、
卒
業
式
な

ど
、
人
生
の
節
目
で
皆
様
に

エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
吹
奏
楽
部
の
音
色
や
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
ダ
ン
ス
、

そ
し
て
太
鼓
の
音
と
リ
ー
ダ
ー

の
声
が
、
皆
様
の
記
憶
に
残
っ

て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

応
援
団
の
活
動
が
今
日
ま
で

続
い
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
母
校
・

法
政
大
学
を
は
じ
め
、
日
々
ご

指
導
い
た
だ
い
た
教
員
の
先
生

方
、
学
内
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
校
友

会
・
後
援
会
の
皆
様
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ

そ
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
０
０
周
年
は
ひ
と
つ
の
通

過
点
で
あ
り
、
未
来
へ
の
出
発

点
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
応

援
団
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
は
、
こ
れ
か
ら

の
１
０
０
年
に
向
け
て
、
現
役

と
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
、
応
援

団
の
精
神
と
伝
統
を
次
代
へ
継

承
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、

そ
し
て
母
校
と
応
援
団
の
さ
ら

な
る
発
展
を
心
よ
り
祈
念
し
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

我
々
応
援
団
は
本
年
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
我
々

現
役
の
活
動
に
お
力
添
え
く
だ

さ
る
皆
様
の
お
陰
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
諸
先
輩
方

が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
伝
統
は

１
０
０
年
を
迎
え
た
現
在
で
も

形
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
揺
る
ぎ
な
い

核
の
部
分
は
変
わ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
伝
統
と
情
熱
は
現
役

団
員
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
お
り
ま
す
。

１
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年

に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

我
々
の
使
命
は
、
そ
の
伝
統
と

情
熱
が
今
日
に
至
っ
て
も
絶
え

ず
続
い
て
い
る
事
に
対
す
る
諸

先
輩
方
へ
の
感
謝
を
日
頃
の
活

動
を
通
し
て
伝
え
て
い
く
事

と
、
こ
れ
か
ら
も
未
来
永
劫
続

く
こ
の
応
援
団
の
伝
統
と
情
熱

を
後
輩
達
に
紡
い
で
い
く
事
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

法
政
大
学
の
名
の
下
に
全
力
で

活
動
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

団長
布施拓真

我
々
現
役
団
員
の
活
動
の
多

く
は
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方
の
支

え
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
皆
様
方
の
法
政

大
学
へ
の
沢
山
の
ご
支
援
や
励

ま
し
の
声
に
よ
り
、
我
々
法
政

大
学
応
援
団
は
日
々
胸
を
張
っ

て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
何
卒
先
輩

方
に
は
こ
れ
か
ら
も
我
々
の
活

動
に
対
し
、
お
力
添
え
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

本
年
は
東
京
六
大
学
野
球
連

盟
と
法
政
大
学
応
援
団
が
同
時

に
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
記
念

す
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。
野

球
部
の
勝
利
、
そ
し
て
優
勝
に

向
け
て
常
に
熱
い
応
援
席
を
作

る
べ
く
団
員
一
同
全
力
を
尽
く

し
て
参
り
ま
す
。

リーダー部責任者
濱田 泰誠

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
Ｇ
Ｅ

Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
は
本
年
度
、「
Ｐ
ｌ

ｕ
ｓ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
自
分

自
身
の
限
界
を
決
め
ず
、
常
に

プ
ラ
ス
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
困
難
に
直
面
し
て
も
、
一
歩

踏
み
出
す
こ
と
で
新
し
い
可
能

性
が
広
が
る
こ
と
を
信
じ
て
、

努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
胸
に
、
チ
ー

ム
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
さ
ら

に
成
長
し
て
参
り
ま
す
。

今
年
、
応
援
団
創
設
１
０
０

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
そ
の

歴
史
と
伝
統
の
重
み
を
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
や
皆
様

の
、
法
政
を
想
う
熱
い
気
持
ち

と
、
長
年
に
わ
た
る
力
強
い
ご

支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
、
継
承

と
進
化
を
胸
に
、
活
動
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

チアリーディング部責任者
横山 栞

法政大学 評議員
法政大学校友会

副会長

法政大学応援団
OBOG会 会長
田中 利幸

法政大学理事

法政大学応援団
OBOG会 副会長

長 裕章

本
年
度
吹
奏
楽
部
は
「
尊
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま

し
た
。「
尊
」
に
は
部
員
同
士

尊
重
、
尊
敬
し
合
い
、
団
体
を

存
続
さ
せ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
全
て
の
方
々
を
尊

ぶ
と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し

た
。
現
在
吹
奏
楽
部
は
４
年
生

が
８
名
と
最
も
少
な
く
、
私
た

ち
は
多
く
の
後
輩
に
支
え
ら
れ

活
動
し
て
い
ま
す
。
後
輩
含
め

一
丸
と
な
っ
て
、
吹
奏
楽
部
を

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆

様
に
向
け
て
音
楽
を
通
し
て
感

謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
、
よ

り
良
い
演
奏
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
応
援
団
は
１
０
０
周

年
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え

ま
す
が
、
時
代
に
沿
っ
た
在
り

方
を
考
え
る
べ
き
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
応
援
団
の
良
き
伝
統

を
残
し
つ
つ
、
今
後
１
０
０
年

と
続
く
団
体
を
目
指
し
、
人
を

大
切
に
活
動
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

吹奏楽部責任者
河合 陽菜

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
よ
り
１
０
０
周
年
の
ご
挨
拶

応
援
団
１
０
０
周
年

応
援
団
１
０
０
周
年

  

◆ 

◆ 

◆  

第
１
０
０
代
・
現
役
団
員
の
決
意  

◆ 

◆ 

◆

１
０
０
年
の
歴
史
を
母
校
と

共
に
歩
ん
で
き
た
応
援
団
と
し

て
、
多
く
の
大
学
関
係
者
の

方
々
に
も
ご
参
加
を
賜
り
、
一

緒
に
祝
っ
て
頂
け
る
こ
と
は
、

本
当
に
有
難
く
関
係
各
位
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

応
援
団
は
、
東
京
六
大
学
野

球
の
応
援
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
年
初
の

箱
根
駅
伝
か
ら
各
種
体
育
会
の

試
合
、
武
道
系
の
大
会
な
ど
、

声
が
掛
か
れ
ば
ど
こ
に
で
も
駆

け
つ
け
ま
す
。
母
校
の
看
板
を

背
負
っ
て
戦
う
全
て
の
学
生
、

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
学
術
や

社
会
貢
献
な
ど
に
努
力
し
て
い

る
学
生
に
対
し
て
も
同
様
で
す
。

応
援
と
い
う
行
動
は
、
応
援

さ
れ
る
側
の
身
体
的
能
力
・
精

神
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

る
効
力
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
競
技
は
自
己
の
た
め
、
応

援
は
他
者
の
た
め
」
と
表
現
し

て
く
れ
た
先
輩
が
居
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
最
大
の
応
援
者
は

両
親
で
あ
る
よ
う
に
、
応
援
団

も
無
条
件
に
母
校
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
応
援

団
は
、
変
革
を
重
ね
な
が
ら
今

日
に
至
り
、
次
の
１
０
０
年
に

も
時
代
に
合
っ
た
対
応
と
柔
軟

性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
現
役
の
団
員
と
共
に
多
く

の
こ
と
を
試
行
し
つ
つ
、
歴
史

を
積
み
重
ね
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
も
法
政
大
学
の
理
事

職
と
併
せ
て
母
校
や
後
輩
に
関

わ
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
の

で
、
現
在
の
仕
事
と
の
時
間
の

配
分
に
は
苦
慮
し
ま
す
が
、
法

政
大
学
と
応
援
団
に
恩
返
し
の

機
会
を
頂
い
た
と
思
っ
て
、
役

割
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
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陸
上
競
技
部

男
子
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

法
大
勢
が
２
年
連
続
優
勝

数
々
の
日
本
代
表
を
輩
出
し

て
き
た
法
大
の
お
家
芸
・
男
子

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
。
今
年
も

こ
の
種
目
に
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
が

誕
生
し
た
。
彼
の
名
は
男
子
主

将
の
髙
橋
遼
将
（
経
４
＝
中
京

大
中
京
）。
４
月
に
行
わ
れ
た

日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人
選
手

権
大
会
で
は
優
勝
。
ま
た
７
月

に
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
ズ
の
日
本

代
表
に
も
選
出
さ
れ
た
。

５
月
の
関
東
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
決
勝
で
は
ス

タ
ー
ト
か
ら
首
位
を
独
走
。
自

己
ベ
ス
ト
を
大
き
く
上
回
る
49

秒
06
で
悲
願
の
初
優
勝
を
決
め

た
。
こ
の
種
目
は
前
主
将
で
ア

ジ
ア
選
手
権
日
本
代
表
の
井
之

上
駿
太
（
富
士
通
）
に
続
き
、

２
年
連
続
で
法
大
勢
が
制
し
た
。

髙
橋
の
最
大
の
目
標
は
９
月

に
東
京
で
行
わ
れ
る
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
。

そ
の
た
め
に
も
標
準
記
録
で

あ
る
48
秒
50
を
切
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。
限
界
を
超
え
た
先

に
あ
る
世
界
の
舞
台
に
立
つ
た

め
に
、
髙
橋
は
偉
大
な
記
録
に

挑
戦
し
て
い
く
。

 

（
経
済
学
部　

松
下
天
）

キーワードは「仲間を助ける」

髙橋の次なる目標は世界陸上

今季は３大会連続で無敗の阿部

サ
ッ
カ
ー
部

２
部
リ
ー
グ
で
快
進
撃

東
京
都
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
優
勝

４
名
の
Ｊ
１
ク
ラ
ブ
内
定
者

を
出
し
、
屈
指
の
好
メ
ン
バ
ー

を
揃
え
る
今
季
の
サ
ッ
カ
ー

部
。
リ
ー
グ
戦
が
開
幕
す
る
と

そ
の
実
力
を
遺
憾
無
く
発
揮
し

た
。
開
幕
７
試
合
を
終
え
、
６

勝
１
分
で
首
位
に
立
ち
、
得
点

力
、
守
備
力
両
面
に
お
い
て

リ
ー
グ
ト
ッ
プ
に
立
つ
な
ど
、

今
季
の
２
部
リ
ー
グ
優
勝
筆
頭

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

今
季
の
躍
進
の
要
因
の
ひ
と

つ
に
、
法
大
Ｏ
Ｂ
で
プ
ロ
の
道

を
歩
ん
だ
柳
沢
将
之
監
督
の
就

任
が
挙
げ
ら
れ
る
。
柳
沢
体
制

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
仲
間
を
助

け
る
」。
そ
の
姿
勢
が
前
述
の

結
果
に
表
れ
て
い
る
の
だ
。

東
京
都
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
準
決
勝
で
は
、
社
会
人

チ
ー
ム
の
東
京
23
Ｆ
Ｃ
に
逆
転

勝
利
。
決
勝
で
対
し
た
の
は
昨

季
、
関
東
１
部
リ
ー
グ
を
史
上

初
の
無
敗
優
勝
し
た
強
豪
・
明

治
大
学
。
試
合
は
序
盤
に
法
大

が
２
点
先
取
。
後
半
開
始
早
々

に
Ｐ
Ｋ
を
献
上
し
、
失
点
す
る

も
逃
げ
切
り
に
成
功
。
無
敗
・

明
大
に
土
を
つ
け
優
勝
を
果
た

し
、
６
年
ぶ
り
に
天
皇
杯
東
京

都
代
表
の
切
符
を
手
に
し
た
。

 （
人
間
環
境
学
部　

山
口
晴
暉
）

空
手
部

関
東
大
会
で
史
上
初
の

ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

５
月
に
行
わ
れ
た
第
53
回
関

東
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
で

阿
部
遥
佑
（
国
３
＝
世
田
谷
学

園
）
が
ひ
と
き
わ
輝
き
を
放
っ

た
。
今
年
度
、
六
大
学
選
手
権

と
東
日
本
大
学
選
手
権
に
団
体

で
出
場
し
、
自
身
は
無
敗
を
貫

い
て
い
る
。
試
合
前
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
「
無
駄
な
動
き
を

減
ら
し
、
相
手
の
隙
を
狙
う
こ

と
が
勝
ち
に
繋
が
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
阿
部
。

初
戦
か
ら
順
調
に
勝
ち
進

み
、６
回
戦
で
は
菊
池
徳
大
（
社

４
＝
法
政
二
）
と
の
法
大
対
決

に
。
５
―
３
で
阿
部
に
軍
配
が

上
が
っ
た
。
準
々
決
勝
、
準
決

勝
も
勝
ち
上
が
り
、
迎
え
た
決

勝
の
相
手
は
法
大
主
将
・
庄
山

晃
太
（
法
４
＝
保
善
）
と
、
再

び
同
校
対
決
と
な
る
。
序
盤
は

慎
重
な
攻
防
が
続
く
も
開
始
１

分
５
秒
、
阿
部
の
上
段
突
き
が

有
効
と
な
り
１
ポ
イ
ン
ト
先

取
。
そ
の
後
も
得
点
は
動
か
ず
、

１
―
０
で
試
合
は
終
了
。
阿
部

が
栄
冠
を
手
に
し
た
。

こ
の
大
会
に
お
い
て
法
大
が

１
位
、
２
位
を
独
占
す
る
の
は

史
上
初
。
空
手
部
に
と
っ
て
記

念
す
べ
き
快
挙
と
な
っ
た
。

 

（
文
学
部　

朝
長
亜
依
） 

Spor
ts

伝
統
を
繋
ぐ
法
政
ス
ポ
ー
ツ
、今
季
も
大
躍
進

大正 14 年にラジオ放送が始まり、六大学野球が始まったのも同じ年。大正 15 年（昭和元年）に法政大学応援団が創設。昭和 2 年
には日本で初めての地下鉄が開業。六大学野球初期の写真では応援団が選手を先導してグラウンドに入場していた。

１００年で一番歌われた
「若き日の誇り」秘話

若
き
日
の
誇
り

作
詞　

法
政
大
学
応
援
団

作
曲　

岡
本
雅
雄

法
政　

法
政　

法
政

燃
ゆ
る
陽ひ

の
生い

の
ち命

こ
そ

沸た

ぎ
る
我わ
れ
ら等
が
血
潮

今
ぞ
競
技
の
試
練

制
覇
を
誓
い
て
鍛
え
し
腕か

い
な

見
よ
こ
の
振
興
の
気
概

恐
れ
ぞ
な
き
力
持
て

征ゆ

け
闘
え
破
れ
堅け
ん
る
い塁
を

我
ら
が
勝
利
の
凱
歌

お
お
高
ら
か
に
叫
ば
ん

若
き
日
の
誇
り
ぞ

法
政　

法
政　

法
政

動画で歌おう！六
大
学
野
球
で
必
ず
最
初
に
歌
わ
れ
る
第
一
応
援
歌

「
若
き
日
の
誇
り
」。
昭
和
７
年
に
誕
生
し
、
今
日
ま
で

１
０
０
年
近
く
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
勇
壮
で
文
学
的

な
歌
詩
を
書
い
た
の
は
法
政
大
学
応
援
団
、
当
時
の
学

生
た
ち
だ
っ
た
。

「
こ
の
歌
を
歌
う
時
、
胸
の
奥
か
ら
熱
い
も
の
が
込

み
上
げ
て
き
ま
す
」
と
語
る
の
は
令
和
元
年
卒
の
安
田

崇
政
さ
ん
。

「
か
つ
て
自
分
も
あ
の
一
体
感
の
中
で
声
を
張
り
上

げ
、
仲
間
と
共
に
勝
利
を
信
じ
て
応
援
し
た
日
々
が
よ

み
が
え
り
ま
す
。
一
音
一
音
に
、
歓
喜
も
悔
し
さ
も
分

か
ち
合
っ
た
思
い
出
が
重
な
る
ん
で
す
。
こ
の
歌
を
歌

う
と
、
法
政
の
一
員
で
あ
る
こ
と
、
応
援
団
の
一
員
で

あ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
と
誇
り
を
感
じ
ま
す
。
今

も
神
宮
球
場
で
戦
う
後
輩
た
ち
に
、
そ
の
想
い
が
届
い

て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
、
声
を
重
ね
て
い
ま
す
」

「
若
き
日
の
誇
り
」
は
野
球
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

陸
上
競
技
、
相
撲
、
ボ
ー
ト
、
ヨ
ッ
ト
、
自
転
車
競
技

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
舞
台
で
歌
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
入
学
式
や
卒
業
式
、
学
祭
、
壮
行
会
な
ど
大

学
の
公
式
行
事
で
も
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

法
政
大
学
の
伝
統
を
象
徴
す
る
「
若
き
日
の
誇
り
」

は
ス
ポ
ー
ツ
の
域
を
超
え
、
学
生
や
応
援
す
る
す
べ
て

の
人
々
の
心
を
ひ
と
つ
に
す
る
絆
の
歌
な
の
だ
。

100年前はこんな時代

始
発
電
車
が
通
り
過
ぎ
る
こ
ろ

安
ら
か
な
夢
の
世
界
か
ら
現
実
の
世
界
へ
俺
を
呼
び
戻
す

当
番
の
非
情
な
声
、「
お
い
起
き
ろ
！
時
間
だ
ぞ
！
」

さ
っ
き
布
団
へ
も
ぐ
り
込
ん
だ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
か

チ
ェ
、
ま
た
朝
が
き
や
が
っ
た

夜
が
短
す
ぎ
る
朝
日
が
憎
い

俺
の
気
持
も
知
ら
な
い
で

太
陽
の
馬
鹿
野
郎

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
ま
だ
夢
心
地
だ

「
い
く
ぞ
」
副
責
の
声

ロ
ー
ド
ワ
ー
ク
の
開
始
だ

昭
和
四
十
五
年「
春
・
千
葉
富
浦
に
て
」

走
り
出
し
て
し
ま
っ
た

止
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
う
止
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
だ

「
ワ
ー
ッ
シ
ョ
ー
イ
。
ワ
ー
ッ
シ
ョ
ー
イ
」

の
ど
が
痛
い

声
が
か
す
れ
る

「
ペ
ッ
」
ツ
バ
を
吐
き
出
す

チ
ク
シ
ョ
ー
ッ
。
声
が
出
な
い

「
ワ
ー
ッ
シ
ョ
ー
イ
。
ワ
ー
ッ
シ
ョ
ー
イ
」

止
ま
り
た
い
な
あ

休
み
た
い
な
あ

よ
う
し
、
あ
の
曲
り
角
ま
で
頑
張
ろ
う

自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
走
り
続
け
る

も
う
少
し
だ
。
あ
と
も
う
少
し
で
曲
り
角
だ
…

曲
り
角
だ

昭
和
四
十
七
年
卒 

古
川 

伸 

先
輩
　
法
政
大
学
応
援
団
七
十
周
年
記
念
誌
よ
り

♪征け闘え、のところから
くり出される伝統の突き

100周年
記念サイト
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『今、ラジオ全盛期。 静かな熱狂を生むコンテンツ戦略』
オールナイトニッポンV字復活の名プロデューサー
発売即重版！Amazon 4部門でカテゴリー１位獲得

冨山雄一 著

ニッポン放送にてオールナイトニッポンの統括プロデューサーを
務める冨山雄一さん（法学部・2003年卒）が初の著書『今、ラジオ
全盛期。 静かな熱狂を生むコンテンツ戦略』を発表しました。そん
な冨山さんにお話を伺いました。

－どんな大学生活でしたか？
サークルは広告研究会でラジオCMを制作し、学生広告展に
チャレンジしていました。教室にいるよりも学生会館にいる時間の
方が圧倒的に長い学生生活でした。自主マスコミ講座にも所属
し、同期と切磋琢磨した経験が今に繋がっています。

－今回、本を書いた経緯は？
NHKを経て、2007年にオールナイトニッポンに関わりたくニッ

ポン放送に転職しました。当時のラジオ業界は、インターネットの
波に飲み込まれ衰退する一方でした。そうした中、radikoがアプ
リになってスマホでラジオが聴けることになり、オールナイトニッ
ポンを聴く方が劇的に増えました。オードリーさんの番組では、東
京ドームでイベントができるまでになりました。そんなラジオ業界
の20年間を綴らせて頂きました。

－これからも活躍を期待しています（広報部会　勝又秀雄）。

ニッポン放送
「オールナイトニッポン」
統括プロデューサー
2003年法学部卒

（クロスメディア・パブリッシング）

誕生秘話
　「えこぴょん」は2008年、学内公募に
より環境改善活動推進キャラクターに
決定しました。その後、学内外で好評を
得て、13年に大学キャラクターとなりま
した。今回は、生みの親である檀上香奈
さん（2008年度人間環境学部卒業、旧
姓日高さん）にお話を伺いました。

2025年度３大イベントの
開催日程について

第24回オール法政ゴルフ大会“総長杯”
日程：2025年9月8日月（9月第２週月曜日）
場所：キングフィールズゴルフクラブ

第47回日本アカデミー賞 優秀監督賞で
秋田出身の成田洋一氏（1984年文学部卒）の講演

1

第31回法政大学全国卒業生の集い（福岡大会）
日程：2025年10月17日金～19日日2

2026年「オール法政新年を祝う会」 
日程：2026年1月25日日
場所：グランドニッコー東京 台場「パレロワイヤル」3

●記念ゴルフ大会 （17日金） ：  芥屋ゴルフ倶楽部
●大会式典・懇親会 （18日土） ：  ホテルニューオータニ博多
●エクスカーション （19日日） ：  福岡観光 

※写真はいずれも前回のもの

法
政
大
学
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
え
こ
ぴ
ょ

ん
」
誕
生
秘
話
に
は
、
作
者
の
生
い
立
ち
や

思
い
が
溢
れ
、
今
や
環
境
改
善
活
動
は
も
ち

ろ
ん
、
母
校
愛
を
育
む
大
学
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
広
く
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

誕
生
の
秘
密
は
幼
少
期
に

母
が
美
術
の
教
員
免
許
を
持
っ
て
お
り
、

私
自
身
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き

で
し
た
。
小
学
生
の
時
に
う
さ
ぎ
を
飼
っ
て

い
た
の
で
、
自
由
帳
は
う
さ
ぎ
の
絵
で
い
っ

ぱ
い
。
夏
休
み
の
宿
題
で
は
、
環
境
活
動
や

消
防
の
ポ
ス
タ
ー
に
う
さ
ぎ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
描
い
て
入
賞
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

ゼ
ミ
で
も
ら
っ
た

募
集
チ
ラ
シ
が
き
っ
か
け

人
間
環
境
学
部
で
は
田
中
勉
教
授
の
も
と

＊
Ｃ
Ｅ
Ｓ
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
千
代
田
区
の
小
学

校
で
環
境
教
育
の
授
業
を
行
っ
た
際
に
、
ゼ

ミ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
載
せ

た
と
こ
ろ
、
と
て
も
喜
ん
で
取
り
組
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で
も
ら
っ
た
チ
ラ
シ
で
環

境
改
善
活
動
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
学
内
公

募
を
知
り
、
ご
み
箱
の
脇
に
可
愛
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
い
れ
ば
分
別
も
楽
し
く
な
る
、
小

さ
な
つ
な
が
り
で
環
境
問
題
を
改
善
し
た
い
、

そ
う
い
う
思
い
で
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
環
境

改
善
活
動
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
選
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
環
境
セ
ン
タ
ー
の
活
動
や

エ
コ
バ
ッ
グ
、
震
災
の
募
金
活
動
に
使
わ
れ

る
な
ど
「
こ
う
い
う
こ
と
に
使
わ
れ
た
ら
い

い
な
」
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
実
現
さ
れ
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

大
学
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ

２
０
１
３
年
11
月
に
大
学
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
な
っ
て
か
ら
、
多
く
の
方
が
盛
り
上

＊
千
代
田
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
略
、
千
代
田
区
独
自
の

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

げ
て
く
だ
さ
り
、
法
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広

さ
と
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に
箱
根
駅
伝

で
選
手
の
皆
さ
ん
が
え
こ
ぴ
ょ
ん
の
ぬ
い
ぐ

る
み
を
持
っ
て
、
区
間
賞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
受
け
て
く
れ
た
時
は
、
Ｘ
で
ト
レ
ン
ド
入

り
し
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
驚
き
ま

し
た
。
え
こ
ぴ
ょ
ん
の
着
ぐ
る
み
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ス
タ
ン
プ
な
ど
、
自
由
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
や
、
学
生
の

皆
さ
ん
の
力
で
、
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
愛

さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

今
後
の
え
こ
ぴ
ょ
ん
の
活
躍
に
注
目

現
在
は
結
婚
し
て
育
児
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
も
、

え
こ
ぴ
ょ
ん
が
活
躍
し
て
く
れ
て
い
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
夫
は
、
え
こ
ぴ
ょ
ん
の
赤
ち
ゃ

ん
に
も
注
目
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
写
真
提
供
：
本
人
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作者の香奈さんとお子さん

自由帳に描いたうさぎの話
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